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欲
的
な
女
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加
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「
宣
軍
事
な
教
得
舗
と
本
格
的
な
講
義
」
を
髄
い
文
句
に
、
五
月
か
ら
M
M

中

野
区
民
大
学
H

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

従
来
の
怨
味
、
あ
る
い
は
単
発
的
な
講
座
を
一
歩
抑
U
進
め
、
体
系
だ

っ
た
警
に
よ
っ
て
、
自
立
自
覚
あ
る
市
民
を
軍
主
つ
と
い
之
の
。

大
学
は
同
区
中
野
二
丁
目
の
区
立
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
置
会
』
、
講
座
は

「
地
方
自
治
」
と
「
文
学
」
の
二
コ
1
ス
。

中
野
区
内
に
な
い
四
年
制
の
大
学
を
移
し
十
£
う
な
ー
と
い
う
だ
け
あ

っ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
豪
華
な
講
師
の
顔
ぶ
れ
。

地
方
自
治
コ
l
ス
に
は
、
東
京
都
立
大
学
・
沼
田
稲
次
郎
惨
民
を
始
め

法
・
人
文

・
工
・
経
済

・
理
の
教
俊
二
十
二
名
が
、
文
学
コ
1
ス
は
早
稲

田
大
学
教
綬
七
名
が
あ
た
る
。

週
一
回
の
講
障
で
二
十
1
二
十
二
回
を
予

定
し
て
い
る
が
、
受
講
料
は
熊
糾
。
募
集
数
日
で
定
員
(
七
+
人
)
を
越

え
て
し
ま
う
と
い
う
好
評
ぶ
り
。
区
営
の
新
し
い
基
蚕
資
笠
松
教
育

の
在
り
方
と
し
て
、
他
灰
白
川
ら
も
注
目
さ
れ
る
存
在
少
迂
っ
て
い
る
。

単

タ
趣
味
ψ

で
な
く

生
活
に
密
着
し
た
テ

i
マ

生

日

札

教

育

と

い

う

言

葉

を

耳

に

し

て

級

、

成

入

学

級

、
テ
レ
ビ
市
民
セ
ミ
ナ

久
し
い
。

5
ー
な
ど
、
い
予
ん
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
歩

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
、
東
京
一
文
化

e

乱
開
加
で
き
る
内
容
の
講
座
を
組
ん
で
い

セ

ン

タ

ー

、

朝

日

カ

ル

チ

ュ

ア

・

セ

ン

激

る

。

f

e
t
e
か
ら
、都
、
写
イ
ド
、

制

「し
か
い
講
座
内
容
は
趣
味
的
な

消
賞
者
団
依
な
ど
が
宇
寵
す
る
鱗
座
の

回

も
の
が
多
く
、
も
っ
と
高
度
な
鐙
留
を

由

ほ
と
ん
ど
が
満
員
。
内
容
も
手
実
、
料

i
と
い
う
区
民
の
声
も
あ
っ
て
、
昨
年
一

濯
か
ら
政
治
問
題
と
幅
広
い
。

年

、
企
画
を
あ
た
た
め
用
移
し
た
わ
け

学
習
の
在
り
係
、
動
機
も
さ
き
ま
こ
・

7
レ
た
動
き
に
対
し
て
、
他
方
自
で
す
」
と
池
田
桜
社
会
教
育
課
弓

だ
が
、
緑
叶
め
傾
向
と
し
て
は
、
た
だ
治
の
パ
ヲ
ー
で
一
歩
先
に
踏
み
出
し
た
コ
l
ス
は
、
区
民
の
意
見
を
聞
く
会

講
察
あ
る
か
ら
、
講
演
が
あ
る
か
ら
の
が
H
中
野
区
民
大
デ
選
な
か
ろ
を
開
い
亡
地
方
自
治
と
文
学
に
決
定

出
席
す
る
的
で
な
く
、
単
な
る
文
作
的
う
か
。

し
た
。

欲
求
を
満
足
さ
ま
学
習
で
は
な
く
、
東
京
犯
区
の
中
で
は
、
住
民
恵
識
が
豪
の
地
域
主
義
、
地
方
分
権
の
恩

体
系
だ
っ
た
学
習
の
中
か
ら
オ

l
yリ
高
い
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
中
野
想
、
地
方
文
化
の
復
活
な
ど
の
イ
メ
i

テ
ィ
を
め
言
νた
い
と
い
う
欲
望
が
色
だ
け
に
、
成
人
を
対
象
に
し
た
講
座
も
ジ
を
は
ら
ん
だ
H

地
方
の
時
代
μ

の
到

緩
く
で
て
い
る
。

乙
と
ぷ
き
大
学
を
始
め
、
家
庭
教
育
学
来
が
告
ザ
り
れ
て
い
る
昨
4
1
地
方
自

掛か"

域
セ
ン
タ
ー
者
}
中
心
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
を
と
り
、
場
所
と
経
費
の
他
は
区
民
の
し
つ
つ
あ
る
。
大
学
に
入
り
直
す
の
も

テ
ィ
活
動
の
綴
に
な
っ
て
も
ら
え

P
E
手
に
ゆ
だ
れ
吋
行
政
の
お
仕
若
草
」
な
い
い
。
が
、
出
は
い
り
自
由
1

即
自
分

と

匂

く

、

区

民

主

俸

の

大

学

運

営

を

と

い

う

の

牛

若

方

に

役

立

つ

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

今
後
、
区
民
大
学
の
運
営
に
つ
い
て
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

・

カ
レ
ッ
ジ
を
ど
ん
ど
ん
事
て
い

は
、
企
画
準
備
会
、
遡
掛
目
安
国
会
方
式
生
広
一
教
育
も
新
ぶ
段
階
に
発
展
し
く
こ
と
も
大
切
予
ほ
な
か
る
っ
か

日
本
で
初
め
て
女
性
大
使
に
な
っ
を
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
吾
首
人
も
の
女
一
件
が
集
ま
つ
だ

た
高
幡
展
子
さ
ん
が
、
五
月
上
旬
い
高
橋
大
使
の
出
発
に
先
が
け
て
民
市
川
房
枝
議
員
(
無
所
属
)
、
回
:

よ
い
よ
赴
任
先
の
デ
ン
マ
ー
ク
へ
飛
間
四
十
八
婦
人
団
俸
で
組
織
す
る
中
寿
美
子
議
員
(
基
君
、
俊
郎
…
…

ぴ
立
つ
。

「

国

連
N
G
O国
内
委
員
会
」
(
市
通
子
議
員
(
公
明
党
)
、
山
東
昭
子
…
…

い
ま
高
橋
大
使
は
忙
し
い
臼
課
を
川
房
枝
委
員
長
)
は
、
こ
の
三
月
二
(
自
民

8
、
田
中
美
智
子
(
共
産
…
…

く
ぐ
り
抜
け
之
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
口
に
国
際
文
化
会
輿
東
京
・
港
区
)
き
な
ど
超
党
派
議
員
か
ら
励
ま
し
に

…
猛
一
勉
強
に
励
ん
で
い
る
。
七
月
に
は
で
歓
蓮
田
p
r
pつ
け
て
労
営
ね
ぎ
ら
と
期
待
が
寄
ま
れ
る
と
、
高
極
大
…
…

e

首
都
コ
ペ
ン
ハ
1

r
・h・日日日日に日に::一日日にいい
UHHHUU山口
HHH:
・Hi--HH:
・日
He--eHH
・・・
H
U
日
日
日
日
UHUH
一
使
は
「
私
も
か
っ
…
…

日
ゲ
ン
で
N

園
連
綿
・

九
1
f
p
U
Fム
丹

、

助

以

弘

山

ノ

…
て
は
日
本
有
職
婦
…
…

ヲめ

Jnふ
山
句
司
t

、
週
凶
巨
m刈

…
人
の
十
年
中
間
会
…

4

4

、

、
、
4
1
1

一
人
ク
ラ
ブ
令
箇
連
…

…
炉
が
開
催
員
・
…

A

・:
:
r
'
'
f
3・
6
s
;・
J
e
A宏
園
長
と
し
て
、

る
だ
け
に
、
霊
山

・
4
9
H
U
4
/
制
υ
t
F担
刊
J
c
f
f
・
…
政
府
に
在
大
使
…
“

…
直
後
か
ら
早
く
も
:
:
“
，
υ

いに・
:
i
h
-
-
口HH
・H・げ
a
u
-
-
e
い:
j
e
--口い
Hjeu-

一
日
日
・
じ
を
]
と
要
望
を
出
…
“

.
厳
し
い
試
練
に
立
た
さ
れ
る
乙
と
に
い
、
激
励
し
ち
「
国
の
ト
ァ
プ
レ
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
さ
大
使
の
話
口

な
る
。

ベ

ル
に
も
っ
と
タ
性
墨
請
さ
宅
品
が
私
の
と
こ
ろ
に
き
た
長
さ
は
、

E
……

し
か
し
デ
ン
マ
ー
ク
は
全
般
的
に
う
」
と
い
う
声
が
以
前
か
ら
高
ま
っ
匡
冨
っ
て
た
め
ら
い
ま
し
た
。
し
か
山

口
広
性
の
地
位
は
高
く
、
ま
た
英
国
、
て
い
た
だ
け
に
高
橋
さ
ん
の
大
使
就
し
、
安
性
に
と
っ
ず
な
、
や
っ
と
関
口

二
カ
ナ
ダ
、
ェ
ジ
J
J

ト
、
ル
ー
マ
ニ
ア
任
ニ
ュ
ー
ス
は
大
き
な
成
零
会
場
き
か
け
た
安
田
で
す
の
で
型
c
受
け
口

・
の
四
ヵ
国
か
ら
伝
性
大
使
が
派
遣
さ
に
は
各
団
俸
の
代
表
者
各
党
の
衆
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
、
、
心
か
ら
の
コ

…
れ
て
い
る
国
で
も
あ
り
今
後
の
議
参
院
議
員
、
在
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
翠
'
が
事
長
だ

助か一
6
9

働
く
女
性
の
多
い
町

湯箱
本根

旅
館
協
同
組
合
が
運
営

-2、，F

F

・--r

閑
静
な
住
宅
地
に
あ
る
レ
ン
ガ
造
り
の

美
術
館
に
は
、
何
の
気
ど
り
も
な
い

従
業
員
の
た
め
の
、一

O
八
世
帯
が
入

居
出
来
る
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
そ
の

隣
り
に
は
、
芸
妓
組
合
の
建
て
た
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
が
並
び
、
こ
ち
ら
は

w
芸

者
さ
ん
専
用
M

と
い
っ
た
員
Aq

箱
根
町
で
は
、
幼
保
一
元
化
が
検
討

さ
れ
て
い
丈
同
保
育
園
に
隣
苧
レ
て

町
立
の
幼
稚
園
が
三
年
前
に
出
来
て
い

る
。
同
保
育
閉
も
望
号
だ
が
、
町
か

ら
補
助
金
が
出
て
お
り
、
公
立
の
保
育

園
と
ほ
与
ん
y
x
rわ
ら
な
い
週
笥
保

育
料
も
他
市
町
村
に
〈
ら
べ
て
安
い
と

い
う
。夜
間
保
育
に
た
ず
さ
わ
る
主
婦
保
母

さ
ん
た
ち
は
、
昼
間
家
事
が
出
来
る
の

で
、
夜
倒
動
務
は
む
し
ろ
「
歓
迎
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
労
働
時
間
の
ト
ラ

ブ
ル
も
な
い
と
い
う
。

平
戸
}
も
た
ち
は
阜
い
時
期
か
ら
集
団

の
中
で
訓
練
さ
れ
る
の
で
H
自
立
心
“
"

が
早
く
か
ら
身
に
つ
く
、
菊
川
さ
ん
に

よ
れ
ば

「
二
歳
く
ら
い
か
ら
自
分
で
洋

服
を
省
る
」
と
い
う

幼
児
期
に
は
筒
親
と
の
ス
キ
ン
シ
y

プ
が
大
事
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
乙

で
も
、
長
時
間
保
育
の
融
市
筈
を
な
く
す

た
め
、
夜
間
は

「
自
由
保
育
」
の
シ
ス

テ
ム
を
と
り
、
園
児
が
家
庭
で
過
す
よ

う
な
劣
囲
気
を
作
っ
て
い
る
。
母
親
た

ち
は
、
勤
め
先
が
近
い
の
で
昼
休
み
に

は
否
が
子
に
会
い
に
来
る
人
が
多
い
と

いう↑技
能
五
輪
全
国
大
会

青
年
枝
熊
者
の
筏
能
日
本
一
を
決
め

る
H
第
国
回
妓
能
五
輪
金
園
大
会
M
M

が

五
月
二
士
言
(
念
か

e
z七
日

(
火
)
の
五
日
間
、
千
葉
県
・
巾
央
技

能
開
発
セ
ン
タ
ー
を
主
開
場
に
し
て
開

山
崎

央

の
役
割
“
が
前
提
で
あ
る
が
げ
に
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

h
ほ
か
の
自
治
講
座
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、
法
的
制
度
は
、
財

政
制
度
は
、
と
い
う
大
上
段
に
振
り
か

ぶ
っ
p
t
b
の
で
は
な
く
、
生
活
に
雷
管

し
た
課
題
が
多
い
。
例
え
ば
、

P
T
A

-
地
域
教
育
活
動
を
中
心
に
、
都
市
に

お
け
る
家
族
生
向
牛
若
る
権
利
・
死

ぬ
権
利
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
都

市
住
民
の
心
理
、
住
民
の
生
活
と
し
て

①
高
齢
者
問
題
②
物
価
少
泊
費
生
病
⑤

生
活
露
と
歩
行
者
空
間
①
食
街
間

関
災
害
と
避
縦
、
都
市
廃
棄
物
な
ど

と
。「
争
え
て
行
政
を
大
き
く
分
け
れ
ば

福
祉
、
環
均
都
市
街
造
に
な
る
と
思

う
。
老
人
、
教
青
居
住
環
境
と
い
う

治
の
テ
l
マ
は
興
味
あ
る
と
乙
ろ
だ
。
よ
う
に
、
誰
も
が
生
活
実
感
と
し
て
乙

地
方
自
治
の
本
債
を
と

b
ぇ
、
行
政
の
の
三
つ
の
中
の
一
つ
は
生
活
課
題
と
し

役
割
、
区
民
の
役
割
は
何
か
を
学
び
、

て
か
か
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

ど
ん
ど
ん
街
づ
く
り
に
(
中
野
区
の
ス
う
か
。
こ
う
し
た
も
の
を
事
レ
て
学
べ

ロ
l
ガ
ン
が
「
と
も
に
つ
く
る
人
閣
の
ば
自
然
、
自
治
と
い
う
こ
と
に
収
数
(
し

街
・
中
置
)
多
加
し
て
欲
し
い
と
い
ゅ
う
れ
ん
)
さ
れ
る
の
で
は
?
」
と
池

う
の
が
区
の
要
考

H
区
の
中
の
自
分
自
謀
弓

11
-
-
I
l
l
i
-
-1111
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形
成
期
の
釘
性
は
、
諸
事
」
乙
ろ
で
は

な
か
ろ
う
が
、
や
や
チ
供
が
成
長
し
た

地
方
自
治
と
文
学

一一一十
代
後
半
か
ら
は
ゆ
と
り
が
で
て
く

硬
軟

2
本

だ

て

で

る
。
時
代
的
に
生
語
的
に
依
歪
ι
っ
た

i
l
l
lI
l
l
i
-
-
l
1
11
1

学
び
の
場
が
待
て
な
か
っ
た
皮
性
の
ニ

文
学
コ
l
ス
は
、
日
近
代
文
学
の
夜

I
ズ
に
合
っ
た
講
座
と
も
い
え
る
。

明
け
、
日
本
文
学
の
成
立
、
夏
目
散
石
地
方
自
治
の
申
し
込
み
は
八
十
名
。

と
森
岡
然
大
正
期
の
文
学
、
大
正
か
性
別
は
男
'M
半ムペ
a

動
機
・
理
面
は
一
箱
緑
町
湯
本
に
は
旅
館
に
働
く
人
た
一
出
来
る
と
あ
っ
て
一
r
U
て
ね
の
効
果
を

一合
が
大
き
く
、
保
育
園
の
ほ
か
、
旅
館

ら
昭
和
へ
と
大
き
く
分
け
、
呼
内
泊
迩
「
地
域
活
動
を
や
っ
て
き
た
が
、
さ
ら
一
ち
の
た
め
の
夜
間
保
育
闘
が
あ
る
。
乙
一
あ
げ
て
い
る
。

ナ
届
辰
緩
ま
で
宇
と
り
上
げ
、
作
家
に
中
味
を
深
め
た
い
」
と
大
学
開
校
の
一
の
保
育
園
は

「箱
根
温
泉
旅
館
鼠
同
組
一
翠
在
七
十
五
人
の
園
児
が
通
関
し
て

や
作
品
を
考
え
る
と
い
う
講
座
内
容
源
流
と
な
っ
た
オ
l
ソ
リ
テ
ィ
の
学
習
一
合
立
似
本
保
育
園
」
(
仰
山
賢
園
長

・
一
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
夕
方
六
時
か
ら

だ
。

を

め

ざ

す
人
と
、

「今
ま
で
地
域
的
鋤
一
園
児
七
十
五
人
)
一
七
時
に
は
尽
釈
が
川
辺
え
に
く
る
九
時

文
学
を
塔
ん
だ
の
は
、
地
方
自
治
の
に
は
疎
遠
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
一
旅
館
に
働
く
人
や
華
宵
マ
ッ
サ
l
一
ま
で
い
る
子
は
一
-
人
だ
け
。
芸
者
さ
ん

闘
い
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
柔
ら
か
さ
の
学
び
、
地
方
自
治
秒
考
え
て
み
た
い
」
一
ジ
師
な
ど
夜
遅
く
ま
で
働
て
母
親
を
も
一
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
姉
合
は
、
深
夜
ま

あ
る
、
誰
で
も
気
軽
に
入
り
や
す
い
も
と
、
街
づ
く
り
参
加
の
動
機
に
し
た
い
一
つ
ヱ
ル
忘
逮
が
通
関
し
て
い
る
。
一
で
の
仕
事
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
l

の
を
と
い
う
配
慮
か
ら
だ
。
ま
た
そ
れ
と
い
う
こ
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
一
乙
の
保
育
園
は
朝
九
時
か
ら
夜
九
時
一
ス
が
四
時
に
平
ル
}
も
を
辿
れ
帰
り
、
深

は
生
き
が
い
に
通

U
Q部
分
も
あ
る
。

1
11
1
1
l
i
l
i-
-

一
ま
で
。
九
人
の
保
母
さ
ん
た
ち
が
交
代
一
夜
に
か
け
て
、
個
人
的
に
煩
っ
て
も
ら

四
月
中
旬
現
在
、
文
学
へ
の
申
し
岨

区

民

主

体

の

運

営

一
で
面
倒
を
み
て
い
る
園
児
の
富
は
一
去
を
ろ
に
詰
て
ゆ
く
と
い
う

み
は
百
七
十
人
。
二
倍
以
上
で
、
し
カ

一
一
一
一
歳
以
下
(
一

歳
以
上
)
が
六
十
人
、

一
夜
間
保
育
と
い
っ
て
も
、
特
珠
な
ケ
ー

も
K
性
が
七
創
を
占
め
る
。
年
令
届
は

|
I
l
l
i
-
-
1l
li
-
-

一四

・
五
歳
児
が
二
十
人
。
四
十
七
年
に
一
ス
の
場
合
卓
宗
」
は
面
倒
を
み
ら
れ
な
い

四
十
i
六
十
代
が
主
流
と
な
り
、
申
し
「
自
蛍
業
を
や
っ
て
い
る
男
性
は
割
一
オ
ー
プ
ン
し
た
。

一
の
が
実
情

、
会
み
動
機
、
理
由
を
「
若
い
時
代
に
勉
と
区
政
に
関
心
を
示
め
し
て
い
ま
し
た
一
こ
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
乙
ろ
は
、
陽
一
策
川
紀
子
主
任
は
「
十
一
時
頃
ま
で

強
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
」
と
娘
時
代
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
無
関
心
。

玉
旅
館
簡
製
読
書
レ
て
い
る
こ
一
世
話
が
出
来
れ
ば
入
閣
希
望
者
は
も
っ

の
戦
争
や
子
事
」
の
た
め
に
体
系
だ
つ
し
か
し
、
今
回
の
印
し
・
手
詰
サ
ラ
リ
一
と
で
「
入
手
確
保
」
の
目
的
も
か
ね
て
一
と
多
く
な
る
で
し
ょ
う
」
と
=
一
言
う

た

話
回の
豊
田
が
も
て
な
か
勺
た
こ
と

l
マ
ン
の
方
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
一
い
る
が
上
地
柄
、
旅
館
で
働
く
婦
人
が
一
乙
乙
の
保
母
さ
ん
は
三
人
が
行
震

を
あ
げ
て
い
る
。
で
、
半
分
は
成
羽
レ
た
と
い
う
気
侍
が
一
多
い
た
め
好
評
だ
。
ま
た
、
旅
館
業
者
一
で
あ
と
は
助
手
。
子
事
あ
経
験
の
あ

二
十
代
後
半
、

三
十
代
前
半
の
世
帯
し
ま
す
」
と
池
田
謀
長
。
事
業
者
は
地
一
も
地
元
の
主
婦
た
ち
の
労
働
力
を
健
保
一
る
地
一冗
の
主
婦
が
ほ
と
ん
戸
『
長
時
間
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一
三
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三
三
=
一
一
保
育
の
湯
AR

凶
殺
の
か
わ
り
に
な
れ

;
:
:
・
仁
川
川
リ
リ
リ
リ
リ
川
J
1リ
J
1パ
リ
1
1
1
1小
川
川
J
J
1
1
4
と
ま
だ
$
会
~、
ふ
る
さ
と
の
香
り
が
す
は
、
な
る
べ
く
壁
面
宇
多
利
用
す
る
た

「
図
密
室
の
利
用
率
は
と
て
も

あ
た
た
か
い
慢
を
あ
び
て

悔
の
木
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
と

ち
ら
ほ
ら
の
花
が
足
も
と
に
ほ
ろ
り
と
落
ち
る

ほ
こ
ろ
ん
だ
密
が
こ
ろ
り
と
こ
ろ
が
る

ず
い
ぶ
ん
気
を
つ
け
て
い
る
の
だ
が

声
も
立
て
な
い

じ
っ
と
私
を
見
仁
げ
て
い
る

生
が
死
の
通
宝
)
の

や
り
き
れ
な
い
も
の
が
私
宅
き
る

私
の
右
腕
が
な
か
っ
た
多
り

乙
の
ざ
ん
乙
く
は
な
か
っ
た
る
つ
に

一
期
一
会
の
永
還
を

乙
の
け
い
の
春
を
ま
ん
さ
っ
し
て
行
く
も
の
を

と私
に
附
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て

滋
ち
た
命
の
問
削
が
聞
乙
え

鍬
を
侍
っ
た
ま
ま

私
か
ら
血
の
気
が
引
い
て
行
く
の
を
覚
え
た

五一江・
4

4

・
一
一
ー

か
れ
る
。

開
会
式
(
二
十
三
日
)
と
閉
会
式
(
二

十
七
日
)
は
東
京
・
中
野
の
会
薗
勤
労

背
少
年
会
館
(
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
)
乏
行
わ
れ
、
閉
会
式
に
は
、
入
賞

者
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

今
大
会
か
ら
は
新
た
に
調
理
部
門
が

加
え
ら
れ
る
乙
と
に
な
った。

旋
盤
、

機
械
組
立
丈
洋
裁
な
ど
二
十
九
職
績

に
つ
い
て
、
満
二
十
一
歳
以
下
の
若
者

た
ち
が
、
一
定
の
競
筏
課
題
に
よ
っ
て
、

臼
頃
み
が
い
た
腕
を
続
う
こ
と
に
な

る。
筏
能
五
輪
金
国
大
会
へ
出
場
す
る
た

め
に
は
、
各
都
道
府
県
で
催
さ
れ
る
地

方
大
会
に
出
場
し
、
各
都
道
府
県
知
事

の
推
ぜ
ん
歪
1
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
乙
乙
で
、
一
定
水
準
以
上
の
成
績

を
お
さ
め
た
人
に
は
、

「筏
能
一
正
」
が

交
付
さ
れ
、
一
級
の
筏
能
検
定
を
受
け

る
場
合
に
は
、
実
筏
試
験
が
免
除
さ
れ

る
特
典
も
あ
る
。肯

官
官

交
の
凶
悪
犯

「
;
p
h
-
d

罪
が
ふ
え
て
い
る
そ
う
で

一
M
m
M
一
実
際
、
新
聞
紙
上
で
も
よ

一
色
F
'
-
く
自
に
つ
く
四
月
に
入

一

.v-
っ
て
か
ら
、
東
京
北
区

一
f
h〆
-
赤
羽
で
、
山
菜
斜
理
屈
の

一
H
鋼
M
m
-

宗
主
人
が
、
内
総
の
夫
に

f
l
l‘、

交
が
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
カ
ン
ぐ
っ
て
、
な
ぐ
る
け
る
の
乱

暴
を
し
て
、
と
う
と
う
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
ろ
っ
骨
七
本
一
が
折
代
腎
臓
破
裂

を
起
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
腕
力
の
方

も
男
そ
乙
の
け
と
思
え
ば
大
田
区
で

は
、
二
十
二
歳
の
主
婦
が
、
酒
を
飲
ん

で
は
住
宅
や
自
動
車
に
次
々
放
火
し
て

い
た
十
件
は
認
め
、
さ
ら
に
三
十
件

の
放
火
も
響
祭
で
は
彼
女
の
犯
行
と
み

て
い
る
「
子
供
が
早
く
出
来
て
生
活

に
ユ
ト
リ
が
な
く
て
、
ウ
サ
晴
ら
し
に
」

ゃ
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
身
移
宇
と

い
う
か
、
よ
そ
僚
の
こ
と
な
ど
チ
リ
程

も
考
え
な
い
自
己
中
心
も
き
わ
ま

り
な
い
と
い
う
べ
き
だ
る
つ

肯
背
骨

十
日
に
も
那
鞠
で
身
の
代
金

ほ
し
さ
に
小
学
生
を
誘
か
い
し
て
捕
ま

っ
た
立
が
い
た
が
、
向
の
罪
も
な
い
子

に
苔
街
を
与
え
る
誘
か
い
の
罪
ほ
ど
憎

む
べ
き
も
の
は
な
い
ト
ン
ボ
メ
ガ
末
、

真
赤
な
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
あ
の
富
山
間
知

子
の
場
合
な
ど
、
ま
だ
そ
の
心
情
や
手

段
は
つ
か
め
て
な
い
よ
う
だ
が
、
舎
で

例
外
的
に
残
忍
で
あ
る
中
国
の
織
力

闘
争
の
歴
史
の
中
で
は
、
す
さ
ま
じ
い

H
交
の
報
復
・
刑
罰
μ
も
み
ら
れ
る
が
、

誘
っ
て
す
ぐ
殺
し
て
、
そ
れ
か
ら
金
を

要
求
す
る
し
か
向
立
て
続
け
に
，

人
と
い
う
H

非
情
冷
静
u
は
少
く
と
も

臼
本
で
は
か
つ
て
な
い
の
で
は
な
い

か
。相
手
は
字
…
供
引
ほ
な
い
の
だ
か
ら
、

広
一
人
で
は
ム
リ
と
考
え
て
い
た
が
、

腕
力
も
あ
っ
?
の
だ
ろ
う
か
も
っ
と

も
週
刊
紙
に
よ
る
と
、
結
婚
相
淡
所
で

知
り
合
っ
た
カ
モ
的
興
が
、
取
の
中
で

g
崎
に
「
押
曜
を
か
が
さ
れ
モ
ウ
ロ
ウ
と

し
た
」
と
は
中
日
し
て
い
る
か
ら
、
誕
の

準
備
が
あ
っ
た
の
か
も

肯
台
骨

そ
れ
に
し
て
も
オ
カ
シ
な
部

分
が
多
過
ぎ
る
「
金
を
と
る
」
が
目

的
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
岱
山
の
ん
弘
子

高
生
の
場
合
は
身
の
代
金
の
要
求
ず
ら

し
て
い
な
い
長
野
の
ケ
i
ス
で
も
気

乗
り
薄
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
何
故

殺
す
屈
折
し
た
若
さ
へ
の
シ
y
ト
か

?
も
う
一
つ
は
誘
わ
れ
た
方
で
あ
る

か
つ
て
群
馬
で
若
い
交
を
次
々
誘
っ
て

殺
し
十
夫
久
保
清
ゆ
日
い
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
l
べ
で
ド
ラ
イ
ブ
に
誘
う
の
が
手
け

だ
っ
十
』
。
今
回
は
赤
い
ス
ぷ
1
ツ
カ
l

「
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Z
」
が
そ
の
役
を
架

し
た
の
だ
ろ
う
か
し
か
し
下
宜
野
の
パ

ス
停
で
は
犯
人
は
由
宇
品
利
用
し
て
な
か

っ
た
宮
崎
の
何
が
彼
皮
た
ち
を
併
わ

せ
た
の
か
子
供
引
ぽ
な
い
け
が
計
作

れ
た
ら
帰
ろ
う
と
考
え
る
の
が
吋
然
だ

る
つ
精
神
の
ひ
弱
さ
が
感
ぜ
ら
れ
て

な
ら
な
い
の
だ
が
、
犯
へ
た
ち
の
調
べ

の
中
か
ら
、
手
掛
り
を
似
た
い
も
の

で
あ
ゐ
猛
'k
・
悪
交
の
ス
ケ
ー
ル
が

乙
れ
だ
け
は
男
友
平
等
は
願
い
F

げ
に
し
た
い

、-ttイフカ《
、ン予fカード
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会
的
自
立
の
た
め
の
軍
情
が
進
め
ら
れ

る
時
と
-
E
P
え
よ
う
.

人
聞
は
、
基
華
|
学
問
地

世
『
瞳
崩
を
通
弘
文
也
を
選
ぴ
と
っ

て
い
く
り
膏
年
は
、
耐
え
ず
白
骨
を
つ

く
り
な
が
ら
、
自
分
が
尽
雪
d
て
い
Y
く
た

め
の
白
亜
の
原
形
を
つ
く
勺
て
い
〈
一
過

桂
が
同
時
に
必
付
し
て
い
る
。省
年
が
、

社
畠
生
宜
仙
の
中
で
自
分
た
ち
を
つ
〈
る

あ
る
と
量
わ
れ
る
。
高
度
担
Z
E
は
a
R
車
己
う
い
っ
た
お
か
げ
で
出
来
た
地
問
聞
に
、
そ
の
社
品
生
戸
ぷ
掃
海

re融

を
帽
宜
的
に
つ
ぶ
す
出
静
止
に
泊
さ
れ
、
し
な
受
験
問
暑
の
や
/
あ
に
、
親
は
あ
る
聞
に
置
作
し
た
崩
台
、
宮
ヰ
の
人
倍
昨
岨

か
ら
惟
押
一
で
二
十
同
位
と
い
う
低
貸
金
問
、
4
h
E
あ
院
を
叩
く
乙
と
に
な
る
。
に
皿
雑
な
E
・
歩
与
え
る
こ
と
に
な

の
中
で
支
え
ら
れ
て
主
v
p
v
モ
れ
秒
南
「
そ
こ
に
は
、
親
の
平
合
ぜ
に
閲
す
る
。

生
苧
る
己
と
で
自
主
の
岨
涯
高
ま
る
自
信
の
開
さ
が
争
@
ん
で
す
。
桂
木
霊
団
長
時
代
の
日
本
の
基
の
太

っ
て
い
っ
ぺ
人
々
は
、
こ
う
い
っ
た
の
中
で
も
阻
4
輯
を
位
宜
で
置
い
た
き
な
変
化
が
、
今
円
鳳
わ
れ
て
い
る
育

基
変
化
の
中
で
現
F在
あ
る
筆
書
も
の
が
咽
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
怯
年
の
間
男
、
客
観
的
置
t
雪

自
の
当
疋
り
に
し
て
生
き
て
き
て
い
本
に
よ
っ
て
、
z
ρ
E
を
輯
け
る
わ
げ
ら
れ
る
と
い
う
岳

る
。
そ
こ
豆
う
え
る
こ
と
は
、
少
し
で
で
す
が
、
同
時
に
覗
向
島
が
勉
品
刑
す
る

も
聖
定
し
た
岨
入
や
患
の
煙
量
ま
で
も
あ
る
わ
け
で
す
0

」
つ
ま
り
・

慢

し

さ

と

虚

し

さ

そ
れ
に
時
そ
れ
な
り
の
学
恒
敏
一
草
色
親
由
エ

7
9」
に
対
す
る
自
信
の
冊
さ
の
青
年

の

心

に

同

居

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
?
の
基
睡
じ
あ
る
も
の
は
.
親
自
身
の
牛
車

可

万

九

対

す

る

白

面

白

期

さ

で

あ

る

介

福

田

草

山

首

牢

の

特

長

同

や

戸

ν

さ

」

「世
間
、
聞
立
大
学
は
、
閏
軍
の
曽
摘
す
る
。

に

憧

れ
、
大
き
皇
嗣
監
を
置
い
て
い
る

聞
な
ど
エ
リ
ー
ト
を
つ
く
る
み
，
応
の
も
心
掛
と
も
に
脆
弱
な
世
阜
の
増
加
の
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
τ
乙
の

ゆ
だ
っ
た
ん
者
昔
向
」
そ
れ
が
、
卓
盟
、
中
で
間
わ
れ
τ
い
る
由
は
、
早
ル
E
が
Z
主
ヒ
さ
」
の
持
つ
意
昧
は
由
邑
の

曲
師
と
い
っ
た
せ
企
の
間
刷
構
培
L
同
商
勺
て
い
く
十
堰
モ
あ
る
軍
庇
や
地
雄
空
軍
辛
と
主
語
交
立
た
関
係
に
な

す
る
選
別
機
能
l
l
古
よ
い
誼
聴
の
の
問
馬
と
り
わ
け
親
の
ま
出
宰
d
勺
て
い
る
と
い
う
り
だ

た
め
の
震
と
作
し
弟
、
と
己
ろ
が
、
方
で
あ
り
、
親
た
ち
が
階
手
し
た
芸
事
解
除
さ
れ
、
モ
己
「
ご
っ
つ
い

己
r
フしも，
G
革
開
置
に
耐
応
す
る
た
的
自
伝
り
方
な
の
で
も
あ
る
。
た
や
さ
し
さ
の
よ
っ
な
門
開
削
す
る
と
小

の
護
教
育
で
あ
っ
た
お
に
、
い
く
だ
か
ら
、
高
度
組
霊
長
と
の
悶
遥
在
。
そ
こ
に
は
、
宜
雲
氏
が
「
省

ら
一
生
懸
聞
や
っ
て
も
律
語
は
な
か
な
の
中
で
、
閣
の
担
っ
て
是
貝
陣
削
な
年
閉
」
の
中
で
曹
い
ヰ
雪
に
震
ま

か
飛
に
な
り
は
し
な
い
。
そ
れ
な
ら
‘
も
の
渉
解
い
て
乙
宅
現
代
の
写
ρ
E
で
鴨
且
を
す
る
の
を
い
や
が
り
、
造
中

高
な
集
主
り
を
ふ
り
上
の
宇
田
へ
と
た
ち
の
問
地
が
解
け
る
の
で
は
な
い
で
お
り
る
ぷ
リ
ズ
ム
ら
宵
年
た
払

い
う
思
粗
削
午
互
内
学
惇
L
閉
侍
か
か
、
と
向
民
は
蝉
離
す
る
。
。
聞
に
は
や
っ
て
い
る
こ
と
に
も
圃

か

げ

ら

れ

る

桔

掛

と

な

っ

た

の

だ

あ

る

と

い

う

。

八
O
旬
代
は
仰
や
さ
し
い
時
代
M

と

i

・

島
屋
わ
れ
る
。
汗
年
が
自
分
が
む
な
し

E
s
a富町
若

と

す

影

い
と
い
患
い
を
れ
、
宮
し
さ

-

|

l
l

j

i

i

・

1

1

・
・
4

1

・
4

笠
間
わ
れ
争
と
い
う
耐
悼
の
聞
囲
の
慎

底
に
は
、
高
度
理
長
聞
の
阻
い
す
て
生

と
己
者
、
両
年
胴
と
は
、
問
視
と
プ
と
い
う
わ
け
だ
可
活
意
識
の
慢
哩
~
&
奇
人
の
値
い
情

ろ
の
己
主
掴
す
の
若
手
.
と
こ
需
品
青
年
聞
の
軒
り
を
て
と
公
害
と
環
境
震
の
悶
崎
議

「人
聞
の
自
体
的
唱
晶
、
持
性
的
区
回
る
の
は
、
基
的
準
帽
で
あ
る
的
事
怖
を
泊
昧
吉
れ
て
の
「
家
っ
き
‘

な
唱
艮
の
暗
ま
る
十
代
の
閉
め
か
b
、
と
い
う
。
身
臨
的
艶
追
を
酪
了
し
、
社
カ
1
つ
議
』
、
パ
パ
ア
桂
き
」
の
章
司

両
年
聞
に
入
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
企
的
。
人
柏
町
に
一
人
立
ち
し
大
人
乙
れ
は
、
極
訴
的
に
独
立
す
る
こ
と
は

す
」
と
小
野
氏
。

の

附
一
回
押
に
入
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
盛
宮
大
事
だ
が
、
白
叶
た
ち
の
k
の
陀
代
を

己
の
時
、
人
間
は
、
身
悼
が
i

八
長
官
な
問
に
独
立
す
る
乙
と
舌
区
切
っ
て
い
る
n
値
い
情
宅
る
“
と
い
う
冊
目
生
活
意

る
だ
け
で
寺
、
、

書
量
試
断
固
掴
加
と
の
だ
。

蹟
が
か
中
ん
で
い
た
m
り
で
は
な
い
だ
ろ

か
計
官
能
力
の
増
大
、
人
間
開
冊
の
甚
曹
約
す
る
と
、
青
年
間
は
身
障
的
・

フか。

大
と
い
っ
た
、
構
造
の
闇
確
也
を
伴
う
性
的
&
化
と
班
長
が
包
量
に
単
み
、
自
そ
の
医
血
に
、
4
自
し
‘
子
捨
て
と

置
室
化
を
し
τ
い
く
a

芦
P
E
覗
議
が
目
置
由
自
輯
確
立
す
る
と
い
い
'
つ
白
い
捨
て
を
走
、
予
E
は
畳

犬
人
と
島
園
町
L
堪
一
つ
一
つ
の
ス
テ
ッ
つ
胴
神
的
配
把

ε庇
鼎
を
筆
蝿
に
、
社
馳
靴
争
で
却
し
芋
桂
す
と
い
っ
排
他
的

絵
本
で
挨
け
教
え
る

i李;ii
iiiii: 
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も
と
は
学
歴
一偏
重
か
ら

『青
年
の
学
習
と
教
育
』

早
夫
講
師
小
野
征
夫
氏

一中一

ネ

ρ
E
や
青
年
の
教
育
が
、
E
れ
ほ
中
学
伊
あ
自
輯
、
曲
人
が
慣
を
断
た
な

ど
住
金
的
問
地
L
な
っ
た
時
代
が
な
い
い
。
親
だ
苔
は
、
ヱ
μ
E
た
ち
垂
ど
の

こ
と
は
周
知
の
明
寛
て
品
る
。
脅
少
年
ト
令
つ
に
し
た
ら
瞳
や
か
に
崎
長
を
健
が

の
自
世
と
非
行
の
低
齢
化
畳
暁
就
付
墨
の
か
南
半
R
t
げ
の
聞
嗣
と
し

睡
帯
、
人
生
白
中
で
市
出
走
岡
田
9
あ
て
で
は
寺
、
、
地
輔
自
中
古
革
論
し
、

か
え
る
青
年
期
宅
罰
は
ど
白
よ
う
に
親
字
文
化
活
動
が
地
壇
句
L
笹
山
川
り
つ

孝
一へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
ヰ
s
今
、
い
っ
た
つ
争
Q
o

ら
い
い
の
か
。
ま
た
、
副
同
年
の
円
立
と
「
己
の
閉
心
の
高
ま
り
は
‘
か
な
り

は
向
か
を
、
同
民
は
、
ル
ボ
ル
タ
l
e
/
異
常
な
時
相
を
お
び
て
い
ゑ
彩
、
は
な

三
、
「
文
よ
E
よ
F
」
(
買
聾
器
開
習
い
で
し
ょ
フ
か
」
と
小
野
山
は
聞
い
か

太
郎
世
田
註
却
に
ふ
れ
な
が
ら
語
る
。
け
る
。

τ
μ
ヤ
も
と
位
宵
L
耐
寸
る
問
、
心
が
高
現
在
、
再
開
犀
闘
に
あ
る
平
ρ
E
を
抱

ま
り
、
世
胃
問
閣
を
亨
急
措
開
削
曜
え
る
裂
~
ち
は
、
融
挫
の
曹
が
闘
の
揮

出
で
あ
る
吉
宗
、
事
昼
、
小
醐
の
高
庄
司
君
支
一一
手
差
是
年
号

(由三咽郵恒物館可)

時三ez騰駒三
)} 

一

花
包
曹
り
、
酎
軍
の
旬
い
竜
興
や
か
な
凪
が
い

一

っ

ぱ

い

に

売

?れ
る
軍
手
。
泉
の
雷
り

一

に
フ
ッ
と
珂
が
つ
い
や
降
、
私
た
ち
は
臼
升
で
も
庸

一

く
ほ
ど
や
さ
し
い
日
持
に
な
り
.
牛
圭
τ
い
る
喜
び

を
串
し
ま
す
。

乙
の
琴
、
公
比
掛
金
の
値
上
げ
砂
ほ
じ
め
帽
鞠
価

は
す
べ
面
上
り
聞
向
古
都
し
は
離
し
く
ま
ば
か

り
。
ぜ
い
ぜ
い
身
の
回
り
の
ス
ト
レ
ス
瞬
間
を
心
掛

け
て
明
る
く
F
レ
た
い
も
の
で
す
。

乙
れ
に
は
、
向
熱
の
噛
ん
で
く
れ
る
古
り
に
や
さ

し
い
【
需

に
な
号
雪
に
J
軍
庄
の
中
で
、
強
腰
の
た

め
に
、
そ
し
て
自
分
自
封
の
た
め
に
、
哲
り
一
を
刷
用

す
る
の
は
、
六
へ
ん
劫
県
的
で
す
。

世
妻
都
兜
所
百
軒
研
究
室
ぃ
在
樹
究
同
の
L

野
山
車
拍
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
、
雷
り
の
括
町
帽
を
は

f
4
な
が
白
骨
り
の
じ
よ
う
ず
な
匝
い
方
を
探
っ
て

みましもf旬。

(簡三幅痩珊!'肋館可}
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な
醐
争
心
珍
待
角
4
阜
に
と
っ
て
大

田
な
遭
ぴ
や
骨
働
か
岨
楢
9
E
げ
る
こ

と
に
軒
曲
し
て
い
る

「陪
力
闘
争
や
班
行
の
申
で
中
間
的

な
も
の
が
弘
主
わ
れ
、
理
L
は
白
骨

を
値
い
閉
て
る
と
い
・フ
都
制
的
屯
も
の

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
は
な
い
亡
し

ょ
-フ
か
。
」

睦
房
温
E
に
よ
っ
て
人
々
は
.
手
あ

摘
通
「
告
ま
れ
、
冷
高
砂
子
る
と
は
ど

う
い
う
乙
と
か
、
ま
た
、
主
き
て
い

く
乙
と
時
議
輯
を
見
畏
勺
て
し
ま
っ
た

辛
つ
だ
。民

主

‘
の
中

身

問

わ

れ

る

時

代

高
世
世
宵
秒
憂
け
る
省
が
九

orを

岨
r
一
え
る
現
代
社
会
は
、
青
年
朋
ι
し
て

世
虫
で
円
V
L
手
L
い
く
た
め
由
犠
唖
宇

習
が
己
己
ま
で
必
要
だ
と
型
車
し
て
い

る
か
ら
だ
と
同
耗
モ
L
f
s
E
ヰ
は
往
る
。
し
か
も
、
己
申
岨
動
は
、
朝
の
生
一
は
、
口
困
地
岨
申
入
退
と
本
当
r
A
需

品
的
に
自
立
し
τ
い
く
た
め
に
白
叶
拍
宣
旺
す
こ
と
に
も
述
削
る
わ
け
L
り
が
少
な
い
の
で
す
。
パ
ザ
1
に
お
い

は
ど
う
い
う
単
闘
を
選
び
、
日
京
と
い
有

一で
卜
さ
い
だ
と
か
い
う
位
の
己
弁
迂
の

う
国
置
の
滋
路
を
も
見
い
出
し
、
草
晶
「
か
つ
て
紅
会
U
m
m
亜
の
ド
の
位
置
ニ
官
、
地
岨
の
人
遥
は
ど
ん
な
再
開
舎
で

的
に
h
肱
拍
的
ι
b
自
立
し
て
い
か
に
あ
っ
た
も
の
が
、
静
上
に
草
ん
だ
ニ
首
押
ら
L
て
F
U
れ
る
の
苦
手
?
炉
、
モ

な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
有
胎
内
に
い
己
と
は
計
益
回
大
き
な
堪
揖
で
あ
り
、
一
ん
な
幽
字
削
是
非
叩
り
た
い
.
そ
の
た
め

る

時

か

ら

基

的

事

墨

付

る

人

且

憤

自

答

申

雪

L

E

だ

つ

え

の

周

章

し

た

い

町

会

究

蓄

額
は
、
人
聞
の
霊
μ
τ
主
主
説
制
産
目
上
で
民
事
前
制
禁
事
し
て
よ
散
に
し
た
面
固
ま
調
査
は
む
つ
か
し

直
直
量
惜
し
、
離
士
げ
た
お
の
主
現
在
、
中
昧
と
し
τ
関
わ
れ
る
時
二
ぃ
.
調
百
槽
聞
に
咽
ん
だ
ら
と
ま
。

岡
信
た
っ
て
、
そ
れ
を
殺
が
駒
と
し
代
に
な
っ
て
き
た
と
事
え
ま
す
。
田
章
一
品
。
と
己
4
0
が
そ
れ
が
妻
な
直
医

て
惇
し
進
め
て
主
力
完
っ
て
い
宅
回
、
国
民
回
大
き
な
禁
有
本
物
と
一
な
の
で
す
掴
貰
用
紙
，
祭
-
万
円

己
の
書
輔
さ
れ
た
文
化
必
亜
の
広
圭
を
し
て
寓
製
」
き
る
の
か
、
と
い
う
芋
三
だ
と
い
う
の
も
聞
き
ま
主
匂

踊
低
で

学
ん
百
件
し
い
と
U
志
の
悦
畠
の
進
歩
の
苫
し
み
と
い
?
大
き
な
も
の
歩
抱
え
二
も
千
円
か
一
一
千
円
す
る
の
だ
そ
う
で

か
曹
増
し
て
い
る
由
な
問
、
ま
ず
、
世
て
い
る
の
古
す
」
一
す
。
そ
し
て
そ
の
散
は
三
百
世
位
な
い

胃
の
貨
を
変
え
て
b
く
己
弁
た
と
強
調
必
同
年
の
問
唖
は
、
大
人
た
ち
の
食
誠
二
と
、
己
れ
切
デ
ー
タ
ー
だ
と
君
ラ
配
に

す
る
.

、

自

由
箪
に
よ
っ
て
、
そ
の
告
を
つ
土
は
い
か
な
い
と
い
う

4
2
4な
の
で

「
融
事
聖
書
草
え
ら
宅
み
、
車
青
年
の
警
を
支
え
る
ぷ
ニ
す
私
共
は
お
金
の
な
ヤ
団
障
で
-
7
h

い
く
こ
と
で
す
.
聞
回
予
』
と
で
は
あ
竜
地
埴
・
抽
努
主
エ
嘉
門
益
勺
て
-
一
だ
が
知
り
た
い
と
い
う
車
棋
は
一
再
あ

り
ま
せ
ん
が
、
宜
聞
品
酌
の
よ
吉
な
小
崎
産
げ
、
確
立
亡
て
い
か
な
く

γ
ほ
二
る
。
考
え
主
震
が
、
乙
の
里
と
い

さ
な
血
位
か
ら
つ
く
A
1
て
い
く
こ
と
で
な
ら
な
い
。
小
野
比
の
肯
繋
は
、
高
度
一
フ
虫
を
a
A7て掴
許
申
勉
噛
か
ら
や
り

す
」
そ
L
f
国
民
間
コ
フ
セ
ン
サ
ス
を
直
長
に
よ
っ
て
生
ま
れ
や
盗
み
宅
さ
二
出
し
τ
い
ま
す
」

時
、
摘
み
t
悶
て
い
〈
し
か
な
い
語
ら
に
克
明
に
し
た
辛
フ
杯
、

一

震

は

「婦
人
の
一

O
年
」
の
道

菟
電
車
田
町
草
川
医
師
回
世
間

一入学一
腕
白
市
U
民
ぷ
ム
A
畏
が
亮
嵩
に
あ

た
ったー
そ
の
あ
と
圃
蝿
v
k
骨
が
あ
り
、

ま
と
め
に
入
っ
た
。

大
阪
市
婦
人

学
蔽
大
会

評
価
さ
れ
た
積
極
性

大
血
市
財
人
学
組
上
八
A
闘
は
、
大
阪
市

時
か
り
四
時
ま
干
、
は
、
い
る
か
ら
と
に
荷
(
て
ら
)
い
は
な
い
。
ふ
介
晶

画
っ
て
い
た
。
も
フ
、
み
あ
事
企
且
空
壇
付
注
f
九
一
た
お
母
さ
ん
介
ほ
の
ζ

れ
か
け
?
頃
、
1
E
民
食
時
に
、
そ
の
と
を
也
っ
ち

レ
ス
ト
ラ
ン
あ
た
り
を
揖
い
て
い
私
は
手
引
を
砂
み
た
時
間
は
な

セ

か

っ
た
.
今
世
も
硲
く
山
下
に

「拶
」

あ
有

K
さ
ん
は
こ
乙
に
い
る
ん
を
踊
け
た
り
は
し
て
い
な
い
。
で
h

だ
な
‘
と
且
つ
科
、
植
多
に
己
ん
な
憧
ル
鉱
山
附
画
い
て
い
た
ら

「
事
」
が
生

時
間
に
事
り
な
い
か
ら
と
思

3
韮
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
な
、
と

わ
ず
信
に
入
っ
た
P

思
っ
た

散
人
目
白
い
割
ぽ
つ
丙
の
女
た
ち
刈
り
あ
げ
た
標
品
し
が
間
開
だ
っ

の
中
で
、

K
さ
ん
は
す
ぐ
解
っ
た
ー
た
。
「
あ
り
か
と
う
と
ざ
い
ま
し
た
」

刷
四
人
が
水
k
器
し
ぼ
り
を
持
っ
て
「
ヤ
ら
っ
し
ゃ
い
と

「お
刷
定
r
」

会

た

。

と

画

を

ト

ヲげ
る
時
あ
の
時
の
ア
ル

国
交
が
止
措
を
片
づ
け
る
た
め
惜

ト
は
、
置
え
て
い
な
い
な
、
と
思
つ

を
通
勺
セ
「
K
さ
ん
」
払
は
わ
ざ
た
。

と
旧
経
歩
宅
分
ち
ぎ
っ
た
音
の
呼
び

妻
、
呼
ん
だ
要
は
思
い
百
件
着

々
し
か
っ
た

「あ
な
た
1
今
岡
し

て
る
白
9
」
「
仕
柳
し
た
り
、
互
宿

か
い
た
り
」
「
ま
南
小
説
か
い
て

る
の
φ

わ
た
し
か
著
い
時
、
夢
み
て

た
a
'
だ
わ
」

以
前
と
同
巳
杢
つ
に
瞳
女
の
胃
寓

不
思
議
な
魔
力
秘
め

宵
り
の
世
い
方
は
そ
四
国
に
よ
っ

τ
あ
る
い
は
民
属
に
よ
っ
て
ち
が
い

ま
す
か
、
翼
に
さ
竜
さ
ま
に
、
幅
広
〈

恒
わ
れ
て
い
た
よ
う
亡
す
。

胃
り
白
肝
み
と
い
一一2も
の
は
、
人
々

の
食
生
活
の
噌
肝
と
大
へ
ん
閣
匝
が
楳

い
よ
う
で
す
。
よ
く
い
わ
れ
る
己
と
で

す
が
、
限
米
の
人
々
は
酌
物
性
の
浪
惇

な
芭
り
を
評
み
、
H
本
人
は
植
物
性
の

や
さ
し
い
寄
り
を
肝
み
ま
す
。

九

乙
れ
は
.
一
般
に
酷
米
人
は
口
広
入

山

よ
り
開
h
H
が
抽
い
の
可
乙
れ
事
例
す

盟

た
め
に
匝
-っ
か
H

『
そ
う
い
う
嗣
向
を

(

砧
瓦
で
い
る
の
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

問
も
勺
と
端
的
に
い
え
ば
、
食
生
活
の
哨

明
好
と
標
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

世
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占

H
香

り

の

歴

史

タ・殿"

‘ 

暫
り
の
歴
申
ん
は
十
八
へ
ん
白
〈
、
人
駈

が
暫
し
の
中
に
と
り
入
れ
た
の
は
今
か

ら
四
3
五
千
年
も
市
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
哲
り
の
木
秒
燃
や
し
，
摺
つ
ず
ξ

る
百
り
を
岨
っ
て
日
分
り
よ
く
な
る
の

を
揺
し
ん
だ
り
‘
菅
木
を
刷
平
』
軍
用

に
す
る
己
と
も
あ
り
ま
し
有

わ
が
国
で
も
む
か
し
、
武
上
が
出
聞

の
折

r
d聞
「
来
日
を
焚
き
こ
め
た
り
、

百
り
を
い
ろ
い
ろ
阻
凸
草
、
昔
前
を
つ

け
、
そ
れ
を
か
ぎ
d
」
τ
る
聞
哲
〔
ぷ
ん

己
う
)
と
い
っ
4
fa
雅
な
壇
び
か
宮
涯

を
中
心
に
奇
く
か
ら
行
な
れ
か
れ
た

こ
介
E
あ
り
ま
す
。

折
々
の
思
い
出
ほ
の
か
に

A
H人

穫

で

遣

う

好

み

いい香りをえらぶ時は

会
天

然

と

合

成

の
香

料

現
在
、
天
剖
胃
制
時
L
A
百
種
く
ら
い

L議

'.、-

-..( 
@士隈市晴人宇紐研費大金白金障会阻

@ホーJC(、っぱいの幹部白笛さんたち

教
官
毎
回
A
「
品
市
由
帽
、
レ
八
肌
阿
南
地
暁
婦
人

一れ
ま
す
。
ど
ヲ
P
弘
車
中
お
}
人
も
お
柵

律

援

金

(

釘

築

基

尽

問

問

一り
に
な
ら
な
い
で
同
〈
署
し
て
冊
つ

で
J
-
一
月
平
音
、
奉
書
区
上
喜
一

一て

E
い
」
と
そ
れ
f
れ
あ
い
さ
つ
が

六
丁
目
の
大
匝
市
W
原
人
《
起
点
l
ん

一あ
っ
た
。

で
開
瞳
さ
れ
ヰ
A
『
鼠
一
円
ホ
ル
は
担
一
闘
い
亡
底
広
秀
雄
I
査
の
司
阜
で

満
員
で
芋
極
脅
聞
も
応
倍
記
措
喜
れ

一金
庫
品
舗
に
移
っ
た

て
い
だ
士
極
者
あ
い
さ
つ
‘
オ
リ
エ

一
最
初
に
、
助
孟
省
と
尭
表
グ
ル
ー
プ

ン
テ
!
シ
ョ
/
、
金
広
告
置
と
説
噴
は

一を
『
南
都
五
千
の
l
H
P
先
弐
田
井
火

曜
め
ら
れ
、
①
班
活
利
用
と
よ
る
章
宮
、

一学
の
寓
上
先
実
そ
れ
か
b
大
阪
市
地

②
時
ん
H
を

εり
入
担
与
拘
①
「
婦
人

一壇
蝿
入
団
障
協
担
金
の
官
製
震
と
火

の
一
O
牢
」
由
学
由
に
つ
い
て
事
例
曙

一阪
市
教
丙
益
面
A
M
の
間
間
人
数
百
線
長

表
血統
い
て
閏
閉
ど
企
一
陣
討
直
が
あ
り
.
言
者
山
在
、
由
競
入
金
館
の
童

四
時
閉
告
し
た
。

一利
則
グ
ル
ー
プ
の
婦
人
乍
睦
代
岩
の
お

ま
ず
木
下
位
畠
動
車
両
同
副
長
が
h
昨
年
、

一二
人
目
。
ル
あ
目
白
一
一
人
は
、
大
阪
Y

大
阪
市
地
域
開
入
団
体
協
離
企
が
満
一
一一
一M
C
A
の
方
で
国
企
醐
人
坐
組
の
方
で

O
闘
牛
を
息
ぇ
、
£
念
に
ι
八
九
百
毘
円

一ず
一
醤
こ
ち
ら
は
、
市
師
崩
の
閉
革

で
聞
い
た
出
粧
品
は
文
邸
前
も
そ
の
由

一川
区
あ
野
明
扇
入
学
輯
の
方
で
す
』
と

製
品
を
高
く
M
越
し
て
い
る
少
断
念
達
し

一岨
介
、
本
聞
白
4
F
に
移
っ
セ

た
蹄
人
の
地
位
向
上
、
基
参
加
と
ま
ず
‘
市
マ
購
入
虫
匝
置
い
新
聞
グ

つ
い
て
日
C
A
6
ψ
割
お
成
県
桜
蝿
茨

一ん
l
プ
開
入
学
組
。

さ
れ
る
訳
で
E
ざ
い
ま
す
が
‘
内
容
の

一

私
其
の
グ
ル
ー
プ
は
担
送
と
呼
ん
で

充
哩
し
ま
あ
に
な
り
ま
す
よ
う
」ζ

一お
り
ま
す
a

近
代
の
教
育
を
雪
ゐ
岨
盟

主
』
宮
地
全
会
長
か
ら

「
場
々
は
リ

一を
し
て
お
り
ま
す
。
己
の
婦
人
皇
居
の

ダ
費
閣
の
掃
人
学
組
と
い
う
の
を

一政
過
が
和
用
し
て
掃
人
芹
組
を
革
め
て

ヒ
ハ
持
っ
て
い
Y
長
す
が
そ
れ
以
吟
L
一
お
り
ま
す
圃
聞
は
上
ハ
名
で
』
拐
、

一
点
。
位
の
唱
位
附
入
学
輯
秒
待
っ
て

一回
劇
作
は
二
十
八
名
古
す
、
と
売
者
は
眠

い
る
訳
で
す
。
乏
の
巾
で
色
々
と
今
時

一く。

町
勉
学
し
て
甫
い
P
6
で
す
け
れ
ど

一

R
は
、
回
虫
嗣
入
学
組
グ
ル
ー
プ
。

も
、
A
ス
H
は
そ
の
岨
果
の
尭
理
削
な
さ
聾
~
ち
Y
M
C
A
に
閉
し
f
お
る
者

陣
り
の
酷
所
に
柵
っ
て
き
た
弘
に

同日
γ
回
骨
の
支
部
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

噴
出
花
手
さ
ん
に
‘
つ
も
る
曲
が
あ

っ
た
τ
入
口
事
〈
の
帆
に
向
っ
て
掛
け
て

e
円
三
十
日
号

訂

正

「
わ
た
し
D
t

ず
ね
人
」
欄
に、

組
み
遭
い
が
あ
り
キ
亡
有
お
毘
山
ピ

て
訂
手
K
Z
4九

三
回
目
七
汗
以
下
は
臥
の
ト
ATフに
。

1十
イメージ

さわやか

自

い
る
恒
女
に
、
ま
ず
四
秒
か
け
た
。

生
込
ま
れ
令
?
/
占
極
世
女
の
ロ
か
ら
、
し
や
か

れ
た
し
っ
か
り
し
た
ロ
醐
の
返
摩
が

か
え
っ
ず
ど
る
こ
と
珍
経
っ
て
も
い

な
か
っ
た
.

箇
タ
は
且
fd
幅
刷
出
L
τ
ノ
i
ト
に

何
か
曹
書
中
ん
で
い
た
1
行
き
所
を

を
た
在
、
興
白
石
」
く
ま
醇

に
地
下
っ
て
い
る
お
ば
さ
ん
速
の
所
へ

行
き
、
平
多
語
い
?
主
ま
小
っ
た
。

奪~

，佳

ロマン
ヂィック

時
間
の
使
い
方

と
て
も
参
考
に

間

長

レモンやオレンジなと柑
同系白白開な管り。

尚聴や耐広を指でもんだ
ときに串じる杏り。

特香りの聞「告j

y トラス

グリーン

晴

優

ま
ず
上
H
H
孝
高
原
郡
大
学
助
量
控
M
M

『
今
日
の
=
一
グ
ル
ー
プ
の
E
亮
費
は
い

ず
れ
も
野
間
に
梱
極
的
な
勉
強
を
進
め

ら
れ
、
豊
南
な
学
囲
内
宮
は
診
雪
L
な

る
も
の
が
お
っ
た
と
且
っ
て
お
り
ま

す
第
一
に
指
摘
す
る
な
れ
ば
、
勉
強

の
世
略
モ
申
も
の
に
晶
子
組
牛
あ
方
々
が

楠
極
的
じ
多
加
さ
れ
て
お
る
。
問
え
ば

放
足
利
聞
の
崩
A
円
で
す
と
四
輯
彦
事
め

る
と
い
?
ζ
H
Y
輯
生
遣
が
唱
た
っ
て

い
る
択
で
す
哨
虫
の
崩
古
は
自
ら

地
阜
の
巾
会
事
き
闘
ベ
る
野
凶
h
輔
入

学
輯
の
崩
自
で
私
呼
び
か
け
が
楠
極
的

で
付
制
唖
め
も
鼎
心
、
そ
れ
自
体
大
主

な
岨
噛
と
い
う
己
と
予
晶
る
と
且
う

』
井
通
ベ
ペ

択
に
富
士
貨
志
夫
福
井
大
噌
教
授
は

『私
は
削
の
角
置
か
ら
考
え
τ
比
た

い
開
一
の
置
送
刷
聞
の
学
融
引
ず
が

放
道
利
則
と
い
う
の
は
一
つ
の
勉
強
方

法
制
、
チ
レ
ピ
ス
を
闘
い
た
、
日
岬
幽
も

し
た
、
ラ
ジ
オ
も
曲
明
書
ア
l
プ
経
門
も

し
た
と
い
う
の
は
こ
れ
は
刀
法
で
す

そ
の
万
桂
と
し
て
情
報
化
往
企
と
現
在

は
dE
わ
れ
る
中
古
柚
極
的
に
利
司
c
れ

た
と
い
う
こ
と
官
す
皆
さ
ん
が
乙
れ

を
抽
唖
的
に
取
り
入
れ
る
描
古
は
先
祖

E
世
間
の
よ
う
に
V
T
R
は
ど
の
よ
う

曹

に
取
り
入
れ
た
ら
良
い
の
か
、
そ
れ
に

一

セ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
ど
7
っ
か
と
い
う
ふ
一

う
F蒋
貝
の
問
唖
が
あ
り
、
そ
の
辛
つ

一

な
m
E
私
E
つ
克
一
再
し
亡
勺
ふ
、
己
れ

一

が
牒
胆
と
な
る
の
古
は
な
い
か
と
忠

一

う
、
」

一

そ
し
て
宮
抽
出
木
下
人
阪
市
地
埴
婦
人
団

曹

露
串
A
M
A
H
Z
「今
日
色
々
と
一
て
つ

包
括
器
削
晶
り
ま
し
ゃ
』
中
古
聞
辛
九
お

聞
さ
に
な
り
火
定
い
い
射
を
さ
れ
て
い

る
な
と
い
う
こ
と
房
恵
ι
り
れ
た
の
岨

確
か
だ
と
思
う
。
肝
細
婦
人
晶
子
組
は
働

く
師
人
が
多
ヤ
し
、
そ
の
?
あ
に
時
間

的
り
L
砲
の
時
間
を
臣
と
か
口
曙
草

一

く
し
て
唱
却
し
た
事
例
亮
喪
削
あ
り
ま

一

し
た
私
た
ち
の
嗣
入
学
輯
の
中
官
も

一

辛
つ
い
う
こ
と
を
事
え
工
内
る
必
要
は

一

大
い
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
秒
考
え

一

τ
h
き
た
い
。
牢
申
日
間
と
晶
ば
か
り

一

ポ
ほ
な
く
、
時
L
は
崖
に
聞
な
ど
混
ぜ
一

A
H
b
ザ
グ
は
い
か
が
か
=
そ
れ
か
ら
回

一

畠
の
方
々
は
ず
M
C
A
に
お
る
か
、
先

一

ず
地
祉
を
民
く
知
る
?
あ
に
と
い
う
醐

一

考
会
竺
現
地
埴
の
方
と
一
時
に

一

な
っ
ィ
、
E
?
フ
も
や
り
た
い
な
と
い
う

一

お
気
持
だ
と
思
フ
今
陸
，
地
輔
の
人

一

も
大
い
に
多
聞
も
し
て
唱
南
町
田
舶
を
し

て
甑
し
い
と
忠
之

』
と
ま
と
め
宅

乙
の
あ
と
間
圭
由
人
世
話
祭

『弘
は
、
同
人
教
門
謀
長
を
し
て
六
草

に
な
り
ま
す
が
&
百
田
笛
辛
ん
方
の
鼎

窟
が
っ
た
わ
つ
を
る
畠
は
冊
か
っ
た

と
思
う
』
と
4
H
の
畠
の
克
提
ふ
り
を

酉
乙
ん
で
い
た
!

7 

1 

2 

ロ
ン
)
雪
山
軒
曙
度
が
2
S
7
%
。
は

じ
め
て
百
の
珍
便
つ
方
や
，
オ
フ
ィ

ス
に
い
る
ル
亙
に
、
同
k
り
や
お
や

胃
り
由
化
粧
品
に
は
院
の
よ
う
な
ず
み
仙
に
も
閏
喝

楠
顕
が
あ
り
ま
す
。
モ
れ
ぞ
れ
の
特
会
フ
ァ
ン
シ
ー
パ
ワ
タ
ー
は
宵
制

融
を
よ
く
間
っ
亡
モ
の
哲
囲
気
を
揖
度
が
1
1
2
%
は
の
か
な
語
り

蝉
し
ん
で
く
だ
さ
い
.

と

さ

ι

っ

と

し

た
時
植
を
?
の
」
市

合
雷
水
は
商
品
躍
度
が
日
l
お
た
い
方
に

%
。
宵
り
を
強
調
し
た
い
と
き
苧
長
会
ブ
ァ
ン
u
v
d
l
y
l
プ
は
吾
料
曜

も
主
主
い
き
な
ど
に
P

黒川
1
4
叫
句
。一
哲
り
の
宮
入
出

会

T
ド
パ
ル
フ
ァ
ム
は
震
構
主
主
た
い
芦
同
は
じ
め
て
プ

度
が
5
5同
封
a
J
門
ヰ
宮
田
町
畦
L
レ
グ
ラ
ン
ス
を
お
問
IF
の
刀
に
。

理
一
え
ず
者
り
を
誕
し
怠
刀
「
、
ま
た
A
M
輯
育
水
は
話
再
揖
喧
が

5
63叩

オ
i
プ
コ
ロ
ン
ょ
の
寄
り
の
も
ち
を
%。丙
り
を
長
も
喝
さ
ぜ
た
い
喧
L

哨
苛
方
に
。

相
胞
の
し
ゃ
れ
存
会
セ
サ
り
ィ
と

合
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
〈
シ
ャ
?
1
コ
L
t

必

ローズ、ジャスミンなど
特定白花の香りをフレグ
ランスに取り入れたもの

明花車の雷りu とむ、つ意
駄で咽散の花色雷りを集
めたもの。

フローラルノート白首り
にアルデハイドという化
学的な百りのアクセント
を加え師陣を加えたも
の。

個性的

失らしさ

揖艶
セクシィ

香

り

の
種

類

〆ングル
フローラル

フローラル
プーケ

フローラル
アんデハイ
テ£イタク

オークモス{苔〉を原料
の一冊として取り入れ
このほ11ηrレンジなどの
柑柚ロズなどのフラ
ワリ な部吋、そしてム
スク、アンパーなどの劃
樹首相を生かした雷り.

アニマルの曙""さ、ウッ
デ木肯)、パ'7ダリ
ィなど価世間な首りが事
調。

3 

4 

5 

シプレー

オリエンタル

調
香

師

に

は

カ
ゼ
が
大
敵

百
り
四
割
記
作
者
は
な
か
な
か
つ
ら

い
も
の
。
い
つ
も
鼻
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
寺
岡
高
に
し
て
お
か
ね
ば
u

同

よ
り
も
ζ

わ
い
の
は
カ
ゼ
。
地
冨
も

官
b
セ
し
て
里
辛
ん
よ
り
も
ず
っ
と

こ
わ
い
。
こ
ん
主
L
し
て
明
い
や
，
轟
、
を
に

出
る
と
同
よ
り
つ
ら
い
の
が
揖
圃
電

車
。一

e
臼
肝
い
の
に
お
い
は
は
る
か

か
な
p
t
か
ら
も
ブ
!
ン
と
-
R
に
つ
丞

さ
さ
り
、
出
品
弘
ぷ
り
へ
ア
ス
プ
レ
ー
の

に
お
い
は
ム
カ
ム
ヵ
.人
語
で
す
ね
。

6 

国
旅
行
の
お
み
や
ロ
へ
よ
く
一
色
の
知

ら
れ
や
海
事
い
t
d
f
と
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
-
っ
か
。

い
た
だ
い
た
時
は
う
れ
し
〈
て
も
、

肝
み
に
古
わ
な
か
勺
た
り
、
向
か
の
凪

い
が
喝
な
っ
て
い
な
い
躍
り
、
も
っ
た

い
な
い
か
ら
、
の
罰
持
の
ま
ま
タ
ン
ス

の
申
で
ね
む
っ
て
し
章
つ
よ
う
予
f
.

お
父
さ
ん
の
肥
っ
て
い
た
オ
ー
デ
コ

ロ
ン
、
お
由
さ
ん
の
射
さ
な
白
木
の
冒

り
。
手
ρ
E
た
ち
に
は
悼
し
い
思
い
と

事
し
古
っ
た
岡
坦
L
桔
h
ノ
歩
持
つ
乙
と

で
し
ょ
う
.

省
り
の
持
つ
や

Fν
さ
は
、
家
臨
の

き
ず
な
と
も
な
り
ま
す
か
司
書
わ
や

か
な
柑
閥
系
の
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
前
な
冒

り
を
、
シ
ャ
ワ
ー
コ
ロ
ン
や
寸
L
デ
一
コ

ロ
ン
官
、
軍
属
中
が
晶
L
H
め
も
い
い

で
す
ね
。
問
段
笛
や
エ
プ
ロ
ン
軽
か
ら

ほ
の
か
に
よ
い
曹
り
が
惇
つ
の
は
.
幽E

'
か
な
思
い
あ
し
ま
す

時
的
た
い
お
し
ぼ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に

出
か
げ
る
由
の
中
、
間
i
り
タ
オ
ル
な

ど
に
わ
が
4
の
宵
り
か
あ
る
の
は
う
れ

し
い
も
の
匝
れ
た
冊
、
イ
ラ
イ
ラ
す

る
時
な
と
フ
ト
世
っ
て
み
?
吉
水
か

気
持
舎
や
わ
ら
げ
て
く
れ
る
乙
と
私
卓

り
キ
$
'

よ
く
持
続
す
る
C
と
で
す
。

で
す
か
ら
一
樫
L
い
ろ
い
ろ
な
に
お

い
を
あ
い
t
h
'
白
ほ
つ
が
す
く
控

封
L
て
」
京
一つ
の
で
、
p
v
れ
が
よ
い
r
に

お
い
か
わ
か
ら
な
〈
な
っ
て
上
》
ま
い
ま

す
。

一
度
に
か
さ
叶
け
ら
れ
る
の
時

ぜ
い
ぜ
い
-
一
3
ゴ
一酬
舗
で
す
。

で
す
。

ま
士
、
シ
ャ
ワ
ー
コ
ロ
ン
や
才
l
デ

喋

蒔

、
陸
う
師
、
保
存
す
る
時
コ
ロ
ン
事
伐
つ
け
て
か
ら
加
叶
悔

い
つ
も
や
さ
し
い
ー
心
遣
F
で
担
い
手
レ
芭
水
は
2
時
間
〈
ら
い
た
っ
て
か
ら
が

ふ

う

。

冒

り

申

も

っ

シ

Y

T

--
い
時
官
す
a

こ
う
し
た
こ
と
秒
正
く
知
っ
て
、
哲

食

じ

よ

う

ず

り
を
壌
か
時
は
、
小
さ
な
コ
ッ
ト
ン
に
に
お
い
を
か
ぐ
坤
角
い
勺
べ
ん
に

な

選

び

方

一
土
一
冊
耕
し
て
、
す
っ
か
り
ア
ル
コ
眠
い
己
ま
な
い
有

一
言
白
一
か
四
分

ー
ル
分
が
キ
ん
で
し
ま
っ
て
か
戸
元
の
一
〈
ら
い
は
空
気
を
岨
ーいこ

V雪

随
一涯

選
択
世
E
Z
t
な
い
や
い
を
か
い
可
肝
み
の
も
の
か
と
フ
か
な
串
h
を
か
喧
院
に
か
く
時
も
よ
ニ
叶

す
い
も
の
で
す
。
あ
る
に
お
い
を
か
い
歩
苔
あ
き
て
あ
る
い
は
手
の
甲
(
親

の
一
く
ら
い
は
空
耳
歩
扱
い
こ
む
眠
じ

で
い
る
と
、
そ
の
に
お
い
戸
川
げ
に
阻
串
掴
の
つ
は
担
)
問
手
百
の
眠
う
つ
師
で
か
ぐ
白
が
.血聞
か
匝
押
し
な
い
で
E

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
己
と
で
す
。

内
に
つ
け
て
し
伊

q
，
、
お
い
て
か
ら
し
〈
雷
り
を
つ
か
む
コ
ツ
で
て

重

量

輸
の
に
お
い

が

茄

醐

証

言

ま
す。

い
る
蝿
A
事
名
、
診
の
部
麿
九
入
っ
て
ぴ
九
の
ロ
に
・"を
近
づ
げ
て
か
ぐ
の

き
t
人
は
、
瞬
間
的
に
ひ
ど
い
奥
さ
を
は

w
ぷ
た
か
ぷ
M
.

こ
れ
で
は
ほ
ん
と

串
ι
ー
も
、
診
の
郎
悼
L
m
か
ら
い
た
う
の
脅
り
秒
ど
か
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ

人
に
は
思
じ
な
い
、
と
い
っ
た
己
と
は
ん
。

む
か
し
は
底
膚
陪
感
品
r
E
留
の
あ
る
奇
心
の
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
り
、
時
間
的
ほ
フ
が
よ
い
し
‘
間
の
日
は
吾
り
が
立

う
胃
料
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
値
目
れ
て
い
な
岬
過
と
と
も
に
軍
人
の
宵
り
の
助
副
ち
に
く
〈
、
こ
も
り
や
す
い
の
で
、
さ

恒
た
己
と
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
非
怖
を
事
え
合
せ
て
作
っ
て
い
$
宇
.

わ
や
か
な
宵
り
歩
轟
く
つ
け
る
と
よ
い

U
U

に
酷
し
く
チ
ェ
ッ

f
c
n
思
い
も
の
で
す
か
ら
、
雷
り
の
ミ
y
ク
ス
は
珪
で
し
ょ
う
。

-

t
r
は
排
嘗
c
れ
て
い
骨
す
J
b
、
宮
水
を
け
ま
し
ょ
う
・
も
し
、
俊
白
パ
ー
テ
ィ

一

r

M
草
肌
に
つ
け
て
有
ぽ
主
主
配
l
に
企
怒
ら
位
置
か
け
る
ヰ
つ
な
食
保

存

は

手

一

E
tは
あ

り

ま

ぜ

ん

。

日

は

、
刺
富
り
は
努
や
か
な
シ
ャ

抜

き

せ

ず

一

圃
・
ト

し
か
し
特
異
庫
惜
の
人
も
あ
り
ま
す
ワ
l
コ
ロ
ン
か
オ
i
ド
パ
ル
プ
ァ
ム
に

一

掴

吋

官

、
出

恵

、

合

‘

事

、

肌

し

、
パ

i
プ
ィ
へ
出
か
げ
る
酎
に
ま
冒
り
の
佐
高
の
び
ん
は
、
町
二

4
4
H

に
虚
空
号
室
長
吉
り
高
わ
を
問
う
と
い
っ
た
、
お
も
心
警
す
.

た
あ
と
、
ま
ず
テ
ィ
プ
シ
ュ
ベ

一

ア

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

で
会
抗
ば
一
口
一
帰
宅
1
H
シ
ャ
ワ
ー
パ
l
t
拭
い
丈
キ
ャ
y
プ
を
虫
干
ん

一

主
話
料
に
よ
っ
て
は
、
暗
外
観
に
を
出
ぜ
て
日
中
の
芭
り
は
す
っ
か
り
落
と
L
P
お
き
ま
す
。

一

つ
け
す
ぎ
は
明
り
の
人
に
も
迷
唖
で
匠
-
さ
れ
る
も
の
も
あ
E
志
す
。
曹
り
し
、
パ
ー
テ
ィ
用
の
軒
り
を
身
に
つ
け
い
炉
型
書
偽
拙
い
方
を
す
る
と
、
脅

一

て
通
り
す
ぎ
た
時
事
と
思
回
せ
空
か
げ
た
部
分
に
直
接
円
光
が
あ
た
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

り
が
と
事
す
い
ば
か
り
で
号
、
.
び
一

る
噴
寄
り
が
寄
っ
げ
す
さ
を
た
り
'
￥
宇
と
人

E
つ
て
は
、
長
J
仙
の
守
a
そ
い
つ
も
一
惑

に
ん
四
日
「
望
書
り
が
た
ま
ぞ
し

一

酌
ぐ
に
も
空
宰
ム
ダ
に
し
な
い
た
め
に
か
ぶ
れ
?
古
、
し
み
に
な
る
こ
と
も
訳
-
め
る
の
も
個
性
的
で
い
い
も
の
で
一
ま
い
円
曹
り
を
変
笹
C
草
L
1
v
ま
う
己

一

に
キ
J
ト
マ
イ
ザ
1
吉
本
引
き
に
あ
り
ま
す
の
古
事
担
系
〈
れ
が
歯
叶
t
反
対
「
長
報
を
T

P
'
O
で
変
と
が
あ
る
か
ら
手
.

一

入
れ
て
、え
り
起
の
盤
、軍
服
の
属
地
、

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

え
号
令
つ
に
、
古
り
の
T
P
・

0
を
ま
た
、
国
車
亜
の
あ
る
所
に
存
在
す一

世
な
ど
安
プ
レ
イ
す
る
の
が
よ
い
で

司

高
し
む
の
も
ホ
己
と
で
す
。
一
般
に
る
と
、
び
ん
の
中
へ
空
第
入
り
や
す
一

し
ょ
-
Z

A
M
T
-
P
・
O

は
佳
君
慢
が
多
い
で
し
ょ
う
包
そ
く
、

憎
ま
主
己
と
が
あ
り
ま
究

一

古
事
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
に
は
、
棄

に

合

せ

て

ん
な
揖
由
で
も
、

世
間
舶
の
寄
り
を
持

Eに
寄
り
は
日
光
安
に
は
特
に
扇
一

の
邑
が
多
少
寺
会
の
で
白
い
衣
服
に

直

ず

ほ

ず

い

叶

変

化

を

長

し

め

ま

す

。

い

の

究

室

A

い

れ
ば
時
暗
所
に
保
存
し一

倍
つ
け
る
と
、
」
4
に
な
る
こ
と
が
あ
雷
灼
ゐ
化
粧
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
た
、
晴
れ
た
日
は
霞
り
が
立
ち
ゃ
ま
す
。

り
ま
す
。

個
性
か
あ
り
ま
す
。
い
わ
ば
製
作
者
四
す
い
の
可
少
し
ず
つ
同
回
も
つ
け
た

香
り
を
生
か
し
て
使
う

個
性
的
に
、
場
所
も
考
え

。
需
冊
目
も
と
も
ι
プ
リ
ケ
イ
ト
な
性
P
ほ
、
同
十
岨
も
四
爺
制
を
組
ム
口
せ
て

置
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
宮
水
な
ひ
と
つ
の
哲
り
に
ま
ル
あ
あ
ぽ
~
も
の

ま宇

ザち

資

差
シ:
ヤ:

ワ

コ
ロ
ン

1[<'¥.....:ば;;>1'"
・4…附子
2 ， 

ー・

4勝、

へ
お
よ
官

〔
フ
レ
y
シ
ュ
ラ
イ
ム
〕

μ

一
J
E
n
δ
円

新
鮮
な
ラ
イ
ム
に
柑
橘
系
の
哲
り
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
喜
わ
や
か
な
雷
り
で

す
。(フ

レ
1
シ
ュ
)

1
8U
二
、
只

δ
円

シ
ト
ラ
ス
ノ
ー
ト
に
ス
パ
イ
ス
や
木

の
寄
り
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
た

自

隔
で
吾
わ
や
か
な
百
り
で
す
。

(
シ
ト
ラ
ス
ブ
1
ケ
〉

I

R

qb

二
、
円
円
δ
円

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
柑
橘
系
白
曹
り
に
‘

ロ
l
ズ
、
ジ
守
ス
ミ
ン
、
ミ
ュ
ゲ
の
花

の
胃
り
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
は
宍
さ

わ
や
か
で
や
さ
し
い
冒
り
で
す
。wvw》

l
p昆
υ
JV

ぬ
野

山ゅ

V
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カ
香

り

の
使

い

方

ど
ん
な
に
す
ザ
り
し
い
曹
り
予
E
、

資
生
宜
フ
ァ
ン
シ
ー
パ
ウ
ダ
ー

リ
パ
1
3
ュ

1
0
0
4

三

、
五
円
δ
同

さ
わ
や
か
な
リ
パ
1
シ
ュ
白
百
り
の

パ
門身
l
t
す
。

~ 

ミa

2語

出貫
生
管
す
パ
ー
ジ
ュ

-
オ
ー
ド
パ
ル
ブ
ァ
ム
(
ス
プ
レ
イ
N
)

句
b
四、

Q
5円

酷
擁
さ
れ
た
知
性
と
、
さ
わ
や
か
な

串
酬
を
た
だ
よ
わ
ザ
耳
慣
れ
ツ
で
す
。
柑

楠
系
の
さ
わ
や
か
さ
と
、
モ
ダ
ン
な
よ

品
さ
幸
七
な
え
て
い
ま
す
。

醐
フ
ァ
ン
シ
ー
ギ
フ
ト

出
R

生
盆

もL三
お
ち
つ
い
た
世
み
y
嵩
で
や
か
声
hm

慌
植
さ
れ
た
個
性
警
告
季
、
る
岬
町

寄
り
の
セ
ァ
ト
。

禅
フ
ァ
ン
シ
ー
ソ
1
7
開
瞳
積
量

1
1
0
4
2
コ

相
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
お
.
1
M

l
コ

山WVMW

資
生
堂
ス
4
q
Bル

フ
ァ
ン
U
i
ギ

7
卜

e

nv品
明
暗
主
包
囲
、

0
0門
尚

世
摘
さ
れ
た
明
る
い
持
動
的
な
女
性

を
世
国
℃
和
、
ス
4
T
チ
ィ
な
中
に
も

エ
レ
ガ
ン
ス
砂
極
h亙
与
基
寄
り
の
セ

ット。
ス
!
η
T
ル
ヌ
ァ
ン
シ
l
ノ
I
プ

醐
梱
徴
置

問
J
?
4
コ

ス
l
v
h
ル
オ
I
ド
パ
ル
フ
ァ
ム

泣
い
H

l

コ、
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p 

a
m
生
章
フ
レ
グ
ラ
ン
ス

ア
ト
マ
イ
岬
1

、
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一
ニ
、
五
円
む
円

や
わ
ら
か
い
光
と
曲
目
柑
渉
モ
ダ
ン
に

岨
圭
口
わ
主
』
デ
ザ
イ
ン
の
也容
司
人

プ
レ
イ
で
す
。
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脱水

長泌錨磁婚訴訟j
明懇伊際帯ISSS

冗
ん
だ
。
と
い
う
。
酬
は
桔
附
し
た

由
だ
そ
-
一
品
、

阻
時
運
く
日
開
っ
た
の
に
、
お
ば
さ

ん
は
持
ち
桶
え
て
い
τ
す
ぐ
お
岨

物
回
同
意
を
し
て
く
れ
セ
お
じ
さ

ん
は
位
酌
だ
と
い
う
肱
台
の
ι
L

は
、
ち

-pu舟
し
恒
一
叩
晶
状
ん
で
い

選
革
の
李
聞
に
な
る
と
思
い
が
け
τ
ρ
も
と
い
え
ば
~
憧
タ
の
乳
首
な
も
の
教
昌
手
与
、
ホ
ワ
ン
ホ
ワ
ン
気
取
っ
て
も
い
な
い
し
、
出
雄
喜
れ
P、
か
ま
ぽ
己
が
量
逮
安
盈
に
回
つ

な
い
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
主
c
た
は
ス
ト
ロ
ー
の
ヰ
つ
に
細
く
て
よ
と
面
#
す
る
世
が
苧
り
し
か
っ
た
。

す

ぎ
て
も
い
な
い
し
、
私
に
と
っ
て
ー
ち
ゃ
し
蝉
し
の
k
に
師
っ
て
く

り
す
る
。

く

お
乳
が
出
る
と
い
っ
て
い
た
な
、
客
は
世
人
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
は
と
官
官
お
し
ゃ
れ
な
唇
あ
ラ
れ
だ

一
一
十
，
t
問

聴
闘
で
一
旬
L
闘
い
等
と
変
な
こ
と
を
也
い
出
し
な
が
同
生
は
も
う
岨
#
者
の
方
に
夢
中
だ
テ
ン
育
曜
に
ひ
ょ
い
と
の
っ
て
る
、
て
人
は
、
す
ぐ
相
ば
っ
て
か
ら
閣

て
い
た
K
さ
ん
ず
提
括
主
け
た
ら
、
そ
の
要
古

一十

年

の

措

円

の

つ

だ

そ

の

き

理

事

支

商

い

だ

を

砧

合

わ

せ

主

要

っ
弓
-
人
と
も

時
に
は
、
シ
ヨ
ヅ
ク
を
お
さ
え
る
よ
聞
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
勺
た
献
が
己
ト
ッ
パ
ー
コ
1
ト
を
脱
ぐ
時
も
笹
丁
瑠
の
配
電
躍
の
前
官
、
ハ
ン
ダ
は
た
ち
珍
遍
さ
τ
い
る
の
に
、
あ
げ

う
に
月
置
な
返
事
苦
し
て
し
ま
っ
と
さ
ら
に
生
々
し
い
監
で
よ
み
が
え
ら
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
コ
I
レ
T
を
づ
け
し
て
い
る
言
言
ひ
ろ
げ
暗
紅
え
摘
が
少
し
恥
か
し
か
っ
た
の

た
白
だ
っ
セ
そ
れ
が
選
準
の
度
に
つ
ず
き
て
し
ま
っ
た
。

注

文
し
た
二一

円
だ
っ
た
話
が
す
る
。

て
、少
し
ハ
ス
キ
ー
な
ア
ル
ト
立
ア
戸
、

二
度
三
壌
と
聖
っ
主
主
の
有

一
町
内
日
出

「
キ
サ
ス
・
キ
サ
ス
・
キ
サ
ス
」

げ
と
T

」
と
量
っ
て
し
ま
っ
た
1

K
さ
ん
は

z
iて
「わ
か
っ

f
r
k
・

〉

言

語

、

・

'

A

、

L
》

、

、

て
い
る
、
わ
か
っ
て
い
き
と
い
っ

H
日

E
V

，Lノ
ヲ
'
F
3
司
E
3
f
h
F
園

内

日

加

国

r
J
司

河

吋

ノ

セ
「
わ
か
勺
て
い
る
け
ど
ど

言

明

Jvd
〓d
F
l
u
-
-
1〈
刀

Z
、

f

b

-

v

!

な
時
で
な
い
少
慢
し
い
人
に
大
つ
び

ら
に
電
居
者
主
な
い
も
の
だ
か
ら
j

韓
正
と
一
帽
に
t
~
仕
事
は
、
配
高
い
コ
1
い
T
9
Z
に
も
お
む
つ
デ
ュ
」
と
取
い
だ
す
。
そ
の
作
業
並
ん
t
曜
た
が
、
す
ぐ
寝
息
が
聞

」

と

い

つ

や

~

。

電

世

に

ハ

ン

ダ

づ

け

を
す
る
仕
事
だ
て
く
れ
セ
弘
が
一
人
t
T
合
し
て

白
の
E
少
E
っ
と
も
重
わ
ら
な
い
。

え
た
そ
れ
以
ょ
の
障
の
上
話
は
知

や

っ

と

白

点

が

い

っ

た

の

だ

っ

つ

た

1

い

て

お

金

が

な

い

乙

と

を

知

勺

て

い

ら

な

い

九

あ

る

白

T

扇

か

ら

の

帰

り

際

、

世

た

1

士

一

月

と

思

っ

た

の

は

、

ち

ら

し

時

K
さ
ん
が
桔
晒
す
る
時
、
お
鮎
さ
女
が
空
間
私
を
輯
っ
た
。

二

人
は
空
き
っ
輯
に
、
ち
Q
D
O
し
田
上
に
の
ぜ
た
お
q
h
J
の
ピ
ン
ク
憧
タ
白
電
話
宮
支
け
た
時
、
つ
い

ん
が
信
聞
す
る
京
舞
L
批
判
関
~
っ
「
今
回
、
わ
た
し
漂
白
な
の
。
っ
と
コ
1
ν
Tを
の
ん
有
色
か
ら
連
潤
し
て
し
ま
っ
た
り
か
も
そ
の
時
の
事
が
押
か
ん
主
モ
雌

た
亜
火
が
、
そ
の
出
世
閉
体
か
ら
立
き
あ
っ
て
く
れ
な
い
0
」
恒
次
回
小
1
1
イ
を
呼
ん
で
間
々
に
姐
れ
な
い
。

が
亭
え
存
く
な

zー
の
だ
っ
た
。

世
制
し
た
人
を
推
閉
し
て
き
た
車
臨

「

い

い

わ

」

リ

ク

エ

ス

ト

し

セ

「

ア

デ

ュ

l

」

置

近

は

あ

ま

り

窓
〈
な
か
っ
た
。
世
交
は
乙
だ
わ
ら
な
い
高
固
有
近

は
解
つ
だ

「あ
な
た
、
キ
サ
ス
い
た
ず
り
っ
ぽ
い
世
女
の
聞
っ
き
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」
「
ケ
エ
ン
セ
挫
し
伎
は
「
今
買
わ
た
し
の
と
乙
ろ
況
聖
与
今
、
く
れ
た
。

キ
サ
ス

・
キ
サ
ス
と
か
.
メ
ラ
ン
コ
か
ら
、
ど
こ
へ
同
し
に
行
〈
か
も
間
ラ
」
「
カ
チ
l
ト
」
「
ク
ク
・
ル
・

に
担
っ
て
」
と
い
う
リ
砧
さ
ん
と
闇
宝
石
哲
て
ば
か
り

リ
!
と
か
い
う
の
う
ま
か
っ
た
わ
わ
ず
象
輔
出
を
つ
い
て
揖
い
た
。

ク

ク

パ

ロ
マ
」
「
キ
サ
ス
キ
サ
b
つ
き
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
レ
令
つ
い
て
も
買
が
詰
ま
る
の
有
パ
ト

匂
今
τ
も
肱
う
こ
と
あ
る
n
v
」
日
ぐ
ら
り
よ
う
な
閉
茶
事
主
音
ス
キ
サ
ス
」

に

い
う
。

に

出
て
い
る
と
い
う
。

「い
や
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
、

も
う
蝶
砂
積
書
し
て
い
た
。
ラ
争
ン
・
ミ
リ
ク
エ
ス
ト
聞
が
拙
聾
さ
れ
る
と
「
わ
た
し
の
と
乙
ろ
は
、
お
場

Z
相
阻
レ
ス
ト
ラ
ン
地
下
置
を
あ

芦
E
に
か
ま
け
て
、
そ
ん
な
官
事
ュ
l
ジ
プ
ク
を
聞
か
せ
る
宮
、
匝
氏
は
大
曹
な
で
罪
者
た
ち
に
壬
ょ
を
の
軍
な
の
」
と
い
う
。
父
は
民
陸
で
が
勺
て
す
ぐ
だ
か
ら
、
つ
い
で
か
あ

が
あ
る
己
と
も
L
Z
れ
て
た
」

た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
岨
盤
。
6
つ
掘
っ
た
。
世
釘
の
の
っ
て
る
さ
ま
は
、
死
ん
判
、
田
と
時
が
防
申
事
の
中
で
っ
た
時
司
、
食
べ
に
w
x
τ
ょ
、
十一

抽
出
さ
れ
、
世
わ
れ
て
い
十
ま
す
。
花
か

ら
と
る
花
生
抽
が
多
い
の
何
ず
が
、
篤

か
ら
も
聞
出
か
ら
h
と
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
は
ど
乙
か
ら
予
名
古
軒
を
と
る
と

い
う
こ
と
で
、
蝿
閣
は
ふ
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
モ
す
。

の
た
め
に
問
う
己
ーと
を
銀
幹
し
て
い
ま
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
と
れ
る
〉
v

す
。
乙
れ
に
対
し
で
円
友
人
は
、
ど
E
R
は
わ
ず
か
で
す
か
ι
H
花
生
相
で
1

抗
女

か
へ
出
か
け
る
時
に
V
仔
需
水
歩
使
う
目
白
五
O
万
円
r
L
二
百
万
円
く
ら
い
は

A
H

と
い
う
人
か
喜
一
空
管
て
固
持
す
る
し
、
じ
ゃ
雪
緊

E
れ
る
じ

の

の
た
め
に
問
う
の
草
寺
、
柚
人
を
や
己
う
油
事
ほ
千
立
百
万
同
も
し
ま

っ

屈
曲
し
て
使
う
と
と
が
多
い

4
つ

で

す

a

7
'

す
。

烹
勲
章
の
う
ち
二
百
?
b
い
は

の

己
ん
な
ち
が
い
は
ど
E
か
ら
長
昇
お
そ
の
直
叶
の
朗
%
が
叶
析
さ
れ
て
い
ま

l
J
'v 

で
し
ょ
う
か
。
震
の
ち
が
い
も
あ
る
す
。
そ
れ
で
わ
か
勺
て
い
る
配
分
高

'
手

や
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
薬
り
申
し
て
い
ま
で
し
ょ
う
。
け
れ
μ
手
は
り
習
の
塵
じ
益
で
自
で
て
み
て
も
、
胃
り
は

ι

く

す
が
、
そ
れ
ら
の
中
民
日
本
人
で
因
は
、
闇
慣
の
問
閣
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
天
害
料
の
普
く
ら
い
し
か
両
現
で

は
闇
秒
差
む
け
た
く
な
奇
と
そ
も
肝
殴
米
で
は
、
夜
空
五
回
の
下
も
、

き
な
い
そ
う
で
す
。

眠
症
山
人
た
ち
の
食

g
に
は
に
お
い
き
に
は
な
れ
な
い
冒
り
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
嗣
か
ら
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
歩
偉
い
t
す
か
ら
貢
間
管
制
白
融
量
既
丹
が

の
強
い
チ
ー
ズ
や
ス
パ
イ
ス
顕
が
お
f
ど
さ
ら
に
己
れ
で
も
あ
き
た
り
な
く
t
ま
す
。
い
わ
ば
京
曜
の
巾
に
宵
り
を
便
百
り
の
生
耐
を
司
っ
て
い
る
と
い
え
る

さ
ん
位
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ι
悶
慢
に
舎
白
分
自
肝
み
を
函
度
に
と
り
入
れ
か
古
フ
閉
惜
が
回
強
〈
作
ら
れ
て
き
ま
し
わ
け
可
ど
ん
な
に
曹
心
」
て
雷
り
を
住
を
あ
け
た
皇
荏
く
ら
い
で
愛
回
し

恋

オ

ー

デ

コ

ロ

ン

の

曹

り

に

も

、

式

務

オ

ー

ダ

写

る

人

も

い

ま

う

ち

告

で

て

向

そ

の

幽

震

さ

と

い

っ

点

台

使

っ
て

こ

そ

価

値

が

て
し
宰
フ
し
、
伸
一
を
し
た
ま
ま
モ
h

パ

イ

ス

の

曹

り

が

た

く

さ

ん

間

わ

れ

て

で

す

。

そ

ん

な

中

立

よ

qrか
い

君

。

、

ょ

で

、

天

刑

首

脳

に

は

か

な

わ

な

い

の

で

ニ

土

一

厚

で

孟

置

す

る

司

間

世

が

あ

り

い
る
も
の
が
軒
ま
れ
孝
す
。
O
ア
メ
リ
カ
そ
の
も
の
と
い
わ
れ
た
女
り
白
分
ら
し
い
百
り
へ
の
世
求
が
強
弓
す
。

こ
れ
ら
の
己
と
9
是
正
合
わ
せ
る
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
る
介
目
ぶ
人
の
食
の
酔

優
の
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
が
、
同
を
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
，

と

己
ろ
か
不
思
置
な
こ
と
に
、
疋
棋
と
、
弘
た
ち
の
雷
氷
に
閉
す
る
n
高
田
笛
制
は
空
担
問
中
の
師
事
や
罪
件
凪
に

み
は
同
と
い
っ
て
も
植
物
的
な
も
の
が
省
て
壇
ま
す
か
、
と
い
う
E
者
の
質
問
宵
り
に
は
い
っ
た
ん
そ
れ
を
一
回
分
の
曹
掛
は
、
手
あ
辛
ま
引
ず
ば
り
し
い
雷
な
も
の
だ
か
ら
、
や
た
ら
ル
恒
つ
て
は
弱
い
、
大
へ
ん
醜
嗣
な
も
の
な
の
骨
子
。

そ
宵
り
も
岨
駒
的
な
も
の
に
ス
パ
に
、
「
一
脅
さ
と
谷
え
た
と
い
う
お
し
も
由
と
し
て
蝉
し
み
は
い
拓
る
ι
よ
り
か
と
い
う
ζ
で
て
い
い
香
り
で
も
っ
た
い
な
い
M

と
い
う
思
い
は
、
ぅ
霊
古
書
在
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
多

イ
ス
閣
の
百
り
9
ア
ク
セ
ン
ト
的
に
匝
ゃ
れ
な
話
は
、
も
つ
ず
い

2
く
な
の
り
よ
い
芭
り
主
的
さ
亨
誕
刀
の
よ
は
そ
吉
署

P
撃

で

却
t

お
な
ず
け
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
定
。

く
胆
わ
れ
ま
す
。
去
か
ら
妥
へ
、
“
安
か

っ
た
許
り
が
肝
ま
れ
て
い
ま
す
.
ま
し
た
.
つ
な
も
の
が
あ
る
よ
フ
で
す
。
%
の
と
こ
有
せ
い
ぜ
い
r
多
く
蝿
ぜ
で
し
か
'
H
も
プ
た
い
な
い
と
担
/
ス
ら
主
で
恋
人
か
民
文
へ
な
ど
な
ど

欧
米
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
で
は
、
し
か
し
、
己
申
エ
ピ
ソ
!
ド
は
、
取
世
生
常
附
究
所
の
哲
制
研
究
室
ポ
ち
も
岨
S
剖
%
に
告
あ
な
い
長
い
い
に
し
ま
っ
て
お
く
の
時
宇
主
ン
セ
愛
の
嗣
り
も
の
に
闇
わ
れ
ま
す

ぜ
い
ぜ
い
数
百
人
を
対
象
と
し
た
雷
水
米
の
人
た
ち
が
.
い
つ
も
需
り
を
白
骨
新
入
包
囲
は
、
は
じ
め
非
開
に
且
純
な
香
り
に
な
ら
な
い
の
で
一す
。

ン

ス

。

ど
瓦
な
高
価
な
宵
事

L
一
買
わ
が
聞
で
頃
ち
で
し
ょ
う
か
。
外

雷
り
一
山
川
岬
町
高
と
い
う
の
明
子
が
、
旺

日
吾
り
に
持
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん

だ
ん
昭
雄
官
揖
厚
な
古
り
へ
と
扉
み
が

静
勺
て
ゆ
く
そ
r
つ
で
す
〉

4
般
に
4
ρ
E
は
や
さ
L
い
且
純
な

植
物
的
な
寄
り
を
妊
み
、
年
齢
と
と
も

に
よ
り
闇
雑
で
謹
厚
な
哲
り
が
肝
き
に

な
る
の
h
は
勺
き
り
し
た
闇
向
で
す

日
軍
人
に
は
紘
藷
申
巾
ポ
語
り
を
虐

行
品
世
情
が
あ
ま
り
あ
り
ま
廿
γ
ん
a

己
れ

は
-
つ
に
は
古
り
が
占
〈
か
ら
世
わ
れ

て
は
い
ま
し
た
が
、
卜
一
冊
酎
組
白
C
く

一
部
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
戸
E

あ
り
ま
す
。

古
艇
が
高
齢
な
も
の
だ
っ
た
で
す
。

私
、み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
相
談
に
お
応
え

し
て
い
る
係
の
一
人
で
す
。
資
生
堂
で
は

お電話やお手紙にもお応えします

そ
れ
ぞ
れ
の
売
場
で
も
美
容
の
ご
質
問

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
が
、

お
電
話
や
お

手
紙
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

私
た
ち

「
消
費
者
相
談
窓
口
」
の
仕
事
で
す
。

こ
の
窓
口
は
全
国
九
八
カ
所
に
設
け
て

あ
り
、
年
間
一
一万
件
も
お
受
け
し
て
い
ま

す
が
、

手
軽
き
が
か
わ
れ
て
か
お
電
話
に

よ
る
ご
相
談
が

五

一
%
も
占
め
て

い
ま
す
。
あ
な
た

も
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
美
容
の
'
」
と

な
ら

E
ん
な
事
で
も
結
構
で

す
。
今
ま
で
お
受
け
し
た
な
か
で
も
、
基

礎
的
な
事
が
ら
が
多
く
、
例
え
ば
「
に
き

び
の
お
手
入
れ
」
が
ト
ッ
プ
で
す
。

ま
た

最
近
の
傾
向
と
し
丈
減
食
や
事
し
い
や
せ

方
な
ど
の
お
問
合
せ
も
時
々
あ
り
ま
す
v

正
し
い
お
手
入
れ
と

~資生堂
消費者相談窓口

お
化
粧
の
た
め
に

私
た
ち
を
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ

も
ち
ろ
ん
ご
相

談
は
無
料
で
す
。

資生堂消集者相談窓口は全国98カ所に設けてあります。お近くの窓口へお電話ください。ご相談は無料です。・本社窓口は(東京)03-572-5111/(大阪)06-202-5071/(名古屋)052-561-4301です0
・化粧品は、使用上の注意にそって正しくお使いください。肌K異常がゐったり、異常を感じたときは、使用を見合わせましょう。ご質問・ご相談には、資生堂化粧品の売場かお近くの資生堂消費者相談窓口でおこたえしています。



国~ 

i. 

日
ま
し
に
暖
か
さ
を
卓
F
U
、
運
動
の
あ
と
な
ど
ノ
ド
を
う
る
お
す
飲
み
も
の
が
喜
ば
れ
る
シ
ー
ズ
ン
。
長
年
な
じ
ん

で
来
た
カ
ル
ピ
ス
が
ふ
と
恋
し
い
。
争
国
婦
人
新
聞
社
は
三
十
周
年
の
記
念
行
事
の
一
っ
と
じ
て
、
去
る
三
目
、
群
馬

県
館
林
の
「
カ
ル
ピ
ス
群
馬
工
場
」
の
見
愛
吉
計
画
し
だ
移
加
し
た
の
は
東
京
杉
並
区
阿
佐
ケ
谷
の
「
稲
窪
田
」

の
会
員
四
十
人
。
削相理
教
室
を
母
俸
と
す
司令
会
で
あ
る
。
た
だ
頃
日
い
一
宮
い
だ
け
の
見
学
一
で
は
な
く
、
乳
酸
菌
の
働

綴

き

な

と

、
慢
し
本
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
勉
強
9
7
|と
大
張
り
切
り
。
窓
際
、
T
湯

側
の
説
明
に
つ
い
ず
あ
質
疑
応
答
に
は

繍
繁
人
態
れ
の
し
た
鋭
さ
も
あ
っ
て

。
美
し
い
田
園
風
景

2
に
そ
そ
り
立
つ

E
Eい
近
代
議
た
め
息
と

鶴
共
に
送
っ
た
乙
の
臼
の
見
営
会
を
ベ
ン
と
カ
メ
ラ
で
紹
介
し
ょ
っ
。

迫
る
巨
大
タ
ン
ク

質
問
し
つ
つ
仲
よ
く

務務磁器グぷ務機縁語論

〈日曜日〉

稲
保
会

昭和55年 4 月 20日

カルピス群馬工場見学

前
騒
の
東
京
を
朝
八
時
、
パ
ス
で
出
て
い
ま
す
。
空
び
ん
の
回
収
率
は
三
O

発
。
ク
ル
マ
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
宇
さ
折
位
で
す
」
と
ガ
イ
ド
役
を
但
当
ず
る

ぐ
り
彼
け
丈
東
北
自
動
車
道
に
入
つ
カ
ル
ピ
ス
の
海
野
尾
さ
ん
か
ら
説
明

た
の
が
十
時
町
一
転
し
て
る
」
l
ド
カ
ル
ピ
ス
群
馬
工
程
、
飽
禁
か

を
上
げ
パ
ス
は
疾
考
の
ん
び

P
し
た
ら
約
三

・
五
J
、
周
囲
に
は
田
ん
ぼ
が

白
い
モ
ク
レ
ン
や
ピ
ン
ク
の
挑
の
花
が
残
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
演
に
あ
る
。

目
を
楽
し
ま
ぜ
、
家
か
ら
の
解
放
も
あ
そ
れ
だ
け
に
排
水
処
理
施
哉
書
誇

っ
て
か
稲
保
会
の
婦
人
達
は
和
気
あ
い
染
防
止
の
た
め
の
五
一
一
が
の
高
層
煙
突

あ
い
。

な戸』
、
細
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
普
い
た
わ
よ
」
と
の
声
に
綴
字
王
「
包
装
紙
の
水
玉
模
僚
は
、
天
の
川

げ
る
久
正
面
に

n
カ
ル
ピ
ス
M

の
赤
字
盤
取
っ
て
い
ま
す
」
と
い
・

2
う
に

い
大
文
字
が
打
た
れ
た
白
ヒ
蕩
が
、

カ
ル
ピ
ス
は
大
正
八
年
の
七
月
七
日
に

目
前
に
浮
か
び
上
る
。
そ
の
ま
ま
、
パ
嘆
声
を
あ
ぜ
~
。
新
鮮
な
牛
乳
を
主

ス
で
グ
ル
ッ
と
工
場
内
を
-
回
り
。
山
原
料
と
し
、
独
自
の
醗
酵
、
熟
成
方
法

と
積
ま
れ
た
空
ぴ
ん
群
が
、
目
を
引
き
に
よ
り
、
H

恨
ん
の
り
す
っ
ぱ
い
風
味
M

つ

け

る

。

を

か

も

し

出

す

。

「
乙
の
空
ぴ
ん
は
東
北
方
面
か
ら
来
乙
の
群
馬
工
場
は
、
白
い
カ
ル
ピ
ス
の

ほ
か
、フ
ル
ー
ツ
カ
ル
ピ
ス
も
製
造
し
、

フ
ル
回
転
す
る
と
一
日
に
約
六
二
万
本

私
め
カ
ル
ピ
ス
が
で
き
る
と
い
-
コ
。

パ
ス
を
降
り
て
、
稲
保
会
の
メ
ン
バ

ー
は
さ
っ
手
ど
工
場
内
へ
。

「
乙
の
タ
ン
ク
一
本
を
五
人
家
族
が

百

に

一
μず
っ
飲
ん
で

h
四
百
年

は
か
か
る
」
と
い
う
銀
色
に
光
る
熟
成

タ
ン
ク
(
高
辛
ヤ
五

M
、
直
径
四
M
)

は
、
迫
力
満
弓

ク
リ
ー
ム
実
パ
タ
i
室
か
ら
醗
醇

潟
合
室
へ
と
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
巨
大
な

機
器
の
並
ぶ
部
屋
が
続
く
。
全
て
の
工

程
は
、
中
央
線
作
筆
か
ら
コ

χビ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
っ
手
揖
録
作
さ
れ
て
い

る。
「
や
っ
ぱ
り
人
の
目
が
必
要
な
の
ネ
」

と
、
キ
ズ
を
写
会
倹
ひ
ん
工
程
で
は
人

の
力
に
感
、
山
、
「
日
早
え
な
い
、
易
え
な

い
」
少
渉
加
し
子
よ
レ
註
口
ゃ
ん
も
飛
ぴ

上
っ
亡
製
造
ラ
イ
ン
を
の
ぞ
き
込
む

一
通
り
工
場
内
を
見
学
し
、
P
R隻

で
H

初
恋
の
昧
u
カ
ル
ピ
ス
で
ノ
ド
を

潤
お
す
。
復
留
の
意
味
も
込
め
て
、
制
問

造
過
程
を
、
群
馬
工
場
の
藤
沼
事
務
課

長
さ
ん
が
説
明
。

工場をバックに言己念撮影

(第三種郵便物館司)
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松
崎 ;

美
紀
子

る
そ
・
つ
刊
よ
9
。

こ
の
抱
脂
乳
に
、
乳
酸
菌
を
加
え
、

発
酵
さ
せ
熟
成
さ
せ
る
と
、
若
い
カ
ル

ピ
ス
の
誕
生
で
す
。

こ
う
し
た
作
業
は
、
す
べ
て
機
械
で

行
な
わ
れ
、
中
央
操
作
釜
と
呼
ぶ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ル
l
ム
で
逮
隔
m
間
作
さ
れ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
広
い
ヱ
場
内
に
は
人

H
カ
ル
ピ
ス
は
初
恋
の
昧
“
"
と
い
う

の
は
、
Z
少
}
も
の
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
か
ほ
れ
ど
、
カ
ル
ピ
ス
が
何
か
ら
作

ら
れ
て
い
る
の
か
、
知
ら
な
か
っ
た
私

に
は
、
館
林
に
あ
る
群
馬
T
蕩
に
そ
び

え
る
日
本
の
黙
成
タ
ン
ク
に
ま
ず
び
っ

く
り
し
た
。

乙
の
タ
ン
ク
一
本
に
同
育
的
1
五
人

家
族
が
毎
日
飲
ん
で

4
0
0年
分
に
相

当
す
る
置
ー
の
酸
乳
が
入
っ
て
い
る
と

ヵ。
ミ
ル
ク
ロ
l
リ
l
gか
ら
の
牛
乳

は
、
セ
パ
レ
l
タ
ー
と
い
う
機
械
で
、

ク
リ
ー
ム
と
附
世
間
乳
に
分
け
ら
れ
、
ク

リ
ー
ム
は
パ
タ
!
と
原
剃
生
ク
リ
ー
ム

に
、
間
結
乳
は
カ
ル
ピ
ス
の
原
和
に
な

ま
す
。
叩
人
ほ
ど
の
人
聞
か
手
を
一
つ
な
が
な

い
と
回
り
を
閉
め
な
い
ほ
ど
の
、
円
形

の
弘
ア
ン
機
に
空
ピ
ン
が
数
十
本
並
ぶ

と
、
自
動
的
に
カ
ル
ピ
ス
が
話
め
ら
れ

佳
が
さ
れ
る
の
で
す
。

そ
の
後
、
製
品
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、

か
え
倹
を
冠
廿
コ
フ
ベ
ル
貼
り
、
襲
、

高
木

佳
子

は
カ
ル
ピ
ス
が
ピ
ン
に
詰
め
ら
れ
段
ボ

ー
ル
箱
に
お
さ
め
ら
れ
る
ま
で
の
機
械

で
す
。
一
定
置
の
カ
ル
ピ
ス
が
ピ
ン
に

詰
め
ら
れ
、
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、
包
装

紙
に
巻
か
れ
・

e

後
も
ど
り
し
た
り
も

う
一
度
見
な
お
し
た
り
、
本
当
に
楽
し

いr
ひ
と
時
で
し
た
。

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
事
も
説
明

で
、
多
く
聞
く
事
が
で
会
ま
し
+~。
例

え
ば
カ
ル
ピ
ス
は
酸
乳
と
砂
穆
七
れ
ぞ

れ
五
十

γ
ず
つ
で
で
き
て
い
る
事
、
脂

肪
分
で
生
ク
リ
ー
ム
と
バ
タ
ー
が
同
工

場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
事
、
カ
ル
ピ
ス

の
名
前
の
由
契
風
味
の
変
化
零
宰

ぐ
た
め
茶
色
の
ピ
、
〆
L
入
り
立
ち
に
包

装
紙
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
事
な
ど
、
轡

会
き
れ
な
い
程
に
:
e

午
後
か
ら
は
、
茂
林
寺
へ
、
五
百
年

を
乙
す
樹
齢
を
さ
さ
む
何
本
も
の
大
木

に
感
激
し
、
パ
ス
旅
行
も
帰
路
に
。

三
時
間
程
か
か
っ
ず
品
省
い
た
γ
蕩

の

第
一
印
象
は
、清
潔
で
多
@
と
い
う
宮
、

四
万
坪
あ
る
と
い
う
敷
地
内
は
、
ち
の

ひ
と
つ
見
あ
た
り
ま
ぜ
ん
宇
飲
物
を
あ

質疑応答に 「甘さ」を考える

康
を
左
右
し
て
い
る
と
い
う
。
初
め
大
生
死
は
関
係
な
い
乙
と
が
、
実
験
報
告

腸
菌
に
包
囲
さ
れ
圧
倒
さ
れ
て
い
る
乳
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

酸
菌
が
、
次
第
に
謹
薗
し
優
勢
に
な
男
鹿
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
レ

っ
て
行
く
僚
に
は
、
思
わ
ず
型
乏
ま
ま
し
ょ
う
と
は
よ
く
量
忠
れ
て
い
る
が

れ
る
。

・

「

も
う
少
し
甘
さ
宇
品
川
え
ら
れ
な
い
ん

質
疑
応
答
で
は
、

「
何
故
、
殺
菌
す
で
す
か
」
少
め
質
問
に
は
「
砂
糖
と
カ

る
の
か
」
「
甘
す
ぎ
な
い
か
」
「
保
存
ル
ピ
ス
(
脱
脂
酸
乳
)
の
比
率
は
五
十

期
間
は
」
な
ど
い
ろ
い
人
質
問
が
稲
保
%
ず
つ
。
ち
ょ
っ
介
婆
め
に
思
え
ま
す

会
側
か
ら
出
さ
れ
る
。
が
、
保
存
性
弁
筑
タ
ン
パ
ク
を
沈
殿
さ

「
殺
麿
レ
て
し
孝
つ
の
は
、
風
味
の
せ
な
い
た
め
に
必
要
」

。

変
化
宇
拝
閉
ざ
、
品
質
を
一
定
に
す
る
た

め
で
す
。
乳
酸
発
酵
を
停
止
し
、
震

文

福

茶

釜

の

茂

林

寺

へ

し
て
保
存
性
を
高
め
て
い
ま
す
。」
と
解

答
に
当
る
カ
ル
ピ
ス
の
鹿
野
さ
ん
。

ロ
か
ら
煩
っ
た
乳
酸
菌
は
腸
内
に
な
「
五
倍
に
薄
め
て
飲
ん
で
体
ぷ
。

か
な
か
住
み
つ
け
な
い
。
に
も
か
か
わ
一
日
二
綜
位
に
と
ど
め
て
」
と
海
野
尾

ら
ず
酸
乳
が
健
岐
に
役
立
つ
の
は
、
菌
さ
ん
も
健
康
第
一
を
考
え
て
、
解
答
も

体
成
分
や
代
謝
産
物
に
よ
り
、
酸
乳
が
キ
ッ
パ
リ
。

腸
内
バ
ラ
ン
ス
を
世
田
え
る
の
宍
菌
の
保
存
期
間
に
つ
い
て
は
、

二
夏
を
越

画・
・:
:

乳
酸
菌
の
働
き

映
画
で
説
明

昼
食
を
は
さ
ん
で
「
健
康
に
役
立
つ

微
生
物
」
の
上
映
へ
。

腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
が
健
康
や
寿

命
に
大
き
く
関
係
し
、
ミ
ク
ロ
世
界
の

醤
玉
薗
(
乳
酸
号

、
悪
玉
菌
(
大
腸

蘭
む
な
ど
の
攻
防
戦
が
、
私
た
ち
の
健

東
lfi可決
チナ VJ
展し、

ドを

最後はタヌキの茂林寺にくつろいで

東
京
・
日
本
橋
の
三
総
美
術
館
(
=
一

越
本
后
)
で
は
、
四
月
二
十
九
日
1
五

月
十
一
日
串令』

「
バ
ー
ナ
ー
ド

・
リ
ー

チ
回
世
」
を
開
催
す
る

イ
ギ
リ
ス
の
陶
芸
家
、
バ
ー
ナ
ー
ド

・リ
l
ヰ
伝

一
八
八
七
年
香
浴
に
生

れ
、
一
九
O
九
年
来
日
。
一
九
一
二
年

に
六
代
尾
形
吃
山
に
入
門
。
以
来
!
千

葉
県
狭
係
子
市
の
例
宗
悦
氏
邸
内
に
仕
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凸制

…「
サ
ル
ヴ
ァ
ト

l
レ
l
・
ア
ッ
カ
ル
ド

…

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
パ
ガ
ニ
l
ニ
国
際
コ
ン
レ
コ
ー
ド
も
パ
ガ
ニ
l
士
一
の
堕
奏
曲

一

ク
l
ル
引
晶
優
勝
し
て
、
名
が
性
界
中
に
全
集
な
ど
、数
多
い
岡
田
奏
曲
の
ほ
か
、パ
一

知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
む
以
来
「
パ
ガ
ァ
ハ
の
「
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

-
Y
一

ニ
l
ニ
の
再
来
」
と
も
呼
ば
れ
、
ィ
・
ナ
タ
と
パ
ル
テ
ィ

1
タ
」
企
画
盤
な
と

一

ム
ジ
チ
の
ソ
リ
ス
ト
を
つ
と
め
る
な
ど
で
、

r能
を
い
か
ん
な
く
発
御
し
て
い

一

活
発
な
ソ
ロ
活
動
な
ど
を
行
っ
て
来
る
こ
の
よ
う
に
円
熟
の
深
ま
り
を
み

一

た
近
年
は
、
ト
リ
ノ
に
釜
内
オ
|
ケ
せ
て
い
る
時
担
ほ
に
、
今
回
の
公
演

一

ス
ト
ラ
を
創
設
し
て
指
郷
者
を
つ
と
め
は
大
い
に
期
待
で
主
ま
う
r

一

る
か
た
わ
ら
、
ア
ル
ゲ
ヂ
ゼ
ツ
四
月
予
四
日

・
七
時
神
奈
川
・

↑一

エ
ロ
1
ニ
ら
と
ナ
ポ
リ
室
内
音
楽
祭
と
県
立
音
楽
堂

A
H
A
-
F
8
0円

一一

妻
、
ま
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

7
・コ

B
H
3、
0
0
0円

c
l
o
o
-一

ン
ク
l
ル
の
審
査
員
を
務
め
る
な
ど
、

0
円
四
月
一
一
土
ハ
臼
・
七
時
東
京

一-

幅

広

い

ト

活

動

ぷ

り

だ

。

文

態

語

小

ホ

l
ル

A
H
Aス

E
u
--

卓
一
起
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
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上手に使って、おい以食べよう。。
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余ったおこづかいで、らうひとつおみやげを買おう以な。

む

食品はできるt:'1t小分けにして乾燥したり

般化したりしないよう'告気制μ、て夜討

することがホームフリーシングのコツ£

サランラッ71;1.ヒアタリ昔;{f祈量干さを

長期にわた

って. .)'りま

す

「ジャルパック・ハワイ・クーポン」には、

ぎっしりり、ヮイ'が詰まって~ '~i"o 

プレゼント期間 '$0.6.1今'81.131
評判のレストラン、ユニークなブティック、有名な

ショーetc'"ーハワイの楽しみをすべて盛り込Iu:

このクーポンには、例えI:!.ステキなおまけをつけて〈れ
たり、5-200'0のテ9イスカウントが受けられたり、とうれしも、話

ばかり.上手に使えl工、あなたのおみやIr、もうひとつ買えるかも

しれません。あなたなら、Eう使L、ますか，

おトクなノ、ヮイ旅行、シ》レノfックから6コース。
ジ軍Jレパック・ハワイ6日間マハロ・コース "187，000円より
あなたのプランに合わせて、7日間、9日間、16日間コースも用意されています。

ジャJレパック・ハワイ6日間リーフ・スペシャル ・・・・・
247，000円より さらに、7日間コー刈用意されています.

海価格は変更になる‘合もあηます

水分f~符性と fU干

性にす<-'1.t，ごすラン
ラ 17 ff朱ゃ*

物の人;切な持りと

みずみずLさを Lっかり守り tす.
冷必H・の，'，でl均や.((\の~いが移るのも

~Ij ぎます.

100"(; IIij 後になる屯(-レンジ料用でも

サランラッ 7;;1.大生;犬.耐熱温度は-140'C .水分を~

にがさず.待り

を f~ t，.おい L

¥.1I.j..を'1::かL

tす.
_a..同にて・Il'.i:::>tぱ‘与え峨誌による令
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ス切fd香つ1芸
大切に守ったい。

ラップを使って

楽しい

ホームフ リージング。

冷蔵庫ガ大型化。

上手に買って

上手に保存。

ガγテ')/
鮮長にがさミよい.

9十す訊すしとを
しっかりつつJ十手立

害
香ワE保って
あ‘し以調理.

水分tこが芝す
/てワ/マ7しらす。

電子レンジクッキング。

耐勲性のいい

ラップを選びましよう。

谷弘22iiii〉'J:'~~とそ(金=111
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パンフレ y ト .~.ηu す

ターボンi'ハカキに酷札住所.氏名、今帝.廟議電話番可1自宅.勤務先}、出発予定日.噛望篠竹先i'ご記入のう・10，.::1巨置糟担浜訟~JZ-4 1惨梓慣晶センター別館4属ジャルバヲクセンター・メイルポヲタス係へ.

今年、ジ叩レバーノクが特にお寸すめしてL、る〈マハロ・

コース>!: <リーフ・スペシザレ〉、2タイフ匂シ、ヮイ。
混み合う日を避Itて、出発日が九量定されてい

て、しbも価格的にも安〈なって¥'1す.もちろん、
コース内容やサーヒeス体事1]1:ジ"，¥，，'"'"e.，ノクなら
では.安心です。そのうえさらに、 rジザレJe，'Jク・
，、ワイ・クーポン」をフルセ・ント。クシとお卜クなハワイ

旅行です.きめ、行くなら今年.大チャンスがやってきました.'

サランラ ‘ノプはおいしさを守るとtもに.

見t:JjのJ!しきも必11'，L ~す，あー弁吋
やおやつにbヒyタリ。J，潔で、楽しい
おいしさをお約束します&そのほかアイ

デアを'1:力白Lてお茸iLみ<t':~l '.， 

あしゃれはあいし之
あやつしこUと工夫。

戸

あにきつ、ワソドイァテ

乗しL、ぁ-弁当に。
ヨコイデ戸生かして

楽しくおいしく

食べましよう。

し丸、ラッス。 ザヲムテ.，7。
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